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1010 有
料
広
告

月
10

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

１０
月
２８
日（
土
）２９
日（
日
）

町
税
の
納
税
に
つ
い
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
火
）・
１９
日（
木
）・
３０
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
金
）・
２０
日（
月
）・
２９
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

町
県
民
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
４
期

介
護
保
険
料
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期

納
期
限
は
１０
月
３１
日（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

10
月
の
支
払
日

11
月
の
支
払
日

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

英語＆国際感覚。本物に触れる体験
～下仁田中学校２年生『グローバルキャンプ』開催～

詳細はP21

人口
　男
　女
世帯

（　12）
（　 3）
（　 9）
（　 4）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,378人
3,126人
3,252人
3,157世帯

転入  7人/  出生 0人
転出  9人/  死亡 10人

（9月1日現在）

（8月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙
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月月

有
料
広
告

下仁田町下仁田町

8月届出分〈敬称略・順不同〉

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（晴　男）

（　勇　）

（伸　一）

（俊　雄）

（義　富）

（義　富）

（守　雄）

（修　二）

（　勤　）

（青木三千代）

（一　江）

土谷沢

下小坂

下　町

下青倉

東野牧

東野牧

本　宿

西野牧

川　井

川　井

大　東

樋田　崇希　 　（中之条町）
土谷　杏 　　 （川　井）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

岩崎　つたえ

濱野　ハナ

伊藤　計子

福田　清子

金井　ヤス子

金井　巳喜夫

神戸　文夫

太田　良子

黒澤　政子

佐藤　信子

田村　芳雄

上原　諒太　 　（小　川）
桜井　希音　　 （富岡市）｛
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９
月
３
日
執
行
予
定
で
あ
っ
た
下
仁
田
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
立
候
補
者
10

名
が
無
投
票
で
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
５
年
９
月
10
日
か
ら
令

和
９
年
９
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

下
仁
田
町
議
会
議
員
１０
名
が
決
ま
り
ま
し
た

※左上から立候補届出順（敬称略）

佐々木　信也佐々木　信也 木暮　弘元木暮　弘元 堀口　博志堀口　博志 並木　一夫並木　一夫 千野　榮治千野　榮治

岡田　邦敏岡田　邦敏 岩崎　正春岩崎　正春 佐藤　　博佐藤　　博 小井土　光弘小井土　光弘 大手　博幸大手　博幸

　
10
月
１
日
か
ら
県
が
実
施
す
る

「
子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
世
代
へ

の
対
象
拡
大
」
に
伴
い
、
助
成
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
た
受
給
資
格
者
証

を
対
象
の
世
帯
に
送
付
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
証
を
保
険
証
と
合
わ
せ
て

群
馬
県
内
の
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
保
険
適
用
分
の
医
療
費
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
10
月
１

日
か
ら
有
効
な
証
に
な
り
ま
す
の

で
、
有
効
期
間
に
気
を
付
け
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
ひ
と
り
親
世
帯
の
方

子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
の
拡
大
に
係
る

受
給
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

で
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き
ひ
と
り
親

資
格
の
受
給
資
格
者
証
に
よ
る
助
成

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
診
療
分
ま
で
の
高
校

生
世
代
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
方
法
（
医
療
機
関
の
領

収
書
等
を
持
参
の
う
え
国
保
係
へ
申

請
す
る
と
、
自
己
負
担
分
を
後
日
指

定
の
口
座
に
振
り
込
む
）
を
継
続
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
い
ま
す
か

　
か
か
り
つ
け
薬
局
と
は
、処
方
せ
ん

を
も
ら
っ
た
ら
、必
ず
そ
こ
で
調
剤
し

て
も
ら
う
と
決
め
て
い
る
調
剤
薬
局
の

こ
と
で
す
。複
数
の
医
療
機
関
で
処
方

せ
ん
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
、お

薬
手
帳
と
一
緒
に
処
方
せ
ん
を
渡
せ

ば
、薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
、薬
歴
を
把
握

し
た
う
え
で
助
言
が
も
ら
え
ま
す
。薬

が
余
っ
て
い
る
と
き
に
も
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利

用
で
は
、ご
本
人
の
同
意
を
得
た
う
え

で
薬
局
が
薬
剤
情
報
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ご

本
人
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
と
は
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
で
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
か
、パ
ソ
コ
ン
に
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
を
接
続
し
て
使
用
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

　
令
和
６
年
度
の
保
育
園
及
び
認
定

こ
ど
も
園
に
新
規
入
園
を
希
望
す
る

児
童
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込
書

（
関
係
書
類
添
付
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　

※

町
外
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も

園
に
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
毎

年
、
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

・
福
祉
課
（
福
祉
係
）
窓
口

10
月
２
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

●
年
齢

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育

部
分
〕

・
０
歳
以
上
（
月
年
齢
に
お
い
て
は

園
と
相
談
）
の
児
童
（
令
和
６
年
４

月
２
日
現
在
）

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

・
３
歳
以
上
の
児
童
（
令
和
６
年
４

月
２
日
現
在
）

●
町
内
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

・
馬
山
こ
ど
も
園
　
　

☎
82―

２
３
２
３
　

・
青
倉
保
育
園

☎
82―

２
５
４
９

●
入
園
基
準
〔
保
育
園
及
び
認
定
こ

ど
も
園
保
育
部
分
〕

　
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育

部
分
に
入
園
で
き
る
児
童
は
、両
親
及

び
同
居
の
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の

事
情
に
あ
る
た
め
、該
当
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合
で
す
。　
　

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕

事
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い

る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な

い
。

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

害
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介

護
し
て
い
る
。

⑥
震
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
震
災

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含

む
。
）
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑧
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

１
）
教
育
施
設
に
在
学
し
て
い
る
。

２
）
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業

　
　
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

⑨
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

１
）
児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
又
は

　
　
再
び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

　
　
と
認
め
ら
れ
る
。

２
）
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
保

　
　
育
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め

　
　
ら
れ
る
。

⑩
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
、
既
に

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
引
き
続
き
利
用

令
和
６
年
４
月
　
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
入
園
児
童
の
受
付
開
始

す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
。

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
教
育
部
分
に
入
園
の
児
童
は
、
両

親
及
び
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が

就
労
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、

入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
す
。

　
考
え
方
は
幼
稚
園
と
同
じ
で
す
。

●
添
付
書
類〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど

も
園
保
育
部
分
〕（
両
親
ま
た
は
同
居

親
族
等
の
書
類
）

●
在
職
証
明
書

　
勤
め
て
い
る
場
合
（
パ
ー
ト
等
の

場
合
、
就
労
時
間
の
下
限
は
、
１
ヶ

月
当
た
り
48
時
間
で
す
。
）

●
内
職
証
明
書

　
内
職
を
し
て
い
る
場
合
（
一
日
平

均
４
時
間
以
上
で
な
い
と
入
園
理
由

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）
　
　

●
自
営
業
証
明
書

　
自
営
業
ま
た
は
農
業
の
場
合

●
妊
娠
中
及
び
出
産
の
場
合

　
母
子
手
帳
の
写
し
（
出
産
前
２
ヶ

月
か
ら
出
産
後
６
ヶ
月
の
間
が
入
園

理
由
に
な
り
ま
す
。
）
　

●
診
断
書
・
介
護
証
明
書

　
病
気
ま
た
は
介
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
い
る
場
合

●
求
職
活
動

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の
写
し
等

●
就
学

　
在
学
を
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し

等〔
認
定
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
支
給
認
定
申
請
書
を
町
役
場
に
提

出
し
審
査
の
結
果
、
教
育
部
分
に
認

定
さ
れ
た
児
童
は
、
希
望
さ
れ
た
認

定
こ
ど
も
園
で
の
入
園
申
込
み
手
続

き
に
な
る
の
で
、
詳
細
は
園
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
先

・
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

※

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育

部
分
に
入
園
希
望
の
場
合
、
入
園
基

準
に
該
当
し
な
い
方
は
入
園
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
入
園
基
準
に
該
当
し
て

も
、
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
入
園

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

入
園
申
込
書
お
よ
び
各
種
証
明
書

の
用
紙
は
、
福
祉
課
福
祉
係
及
び
各

園
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）
　

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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９
月
３
日
執
行
予
定
で
あ
っ
た
下
仁
田
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
立
候
補
者
10

名
が
無
投
票
で
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
５
年
９
月
10
日
か
ら
令

和
９
年
９
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

下
仁
田
町
議
会
議
員
１０
名
が
決
ま
り
ま
し
た

※左上から立候補届出順（敬称略）

佐々木　信也佐々木　信也 木暮　弘元木暮　弘元 堀口　博志堀口　博志 並木　一夫並木　一夫 千野　榮治千野　榮治

岡田　邦敏岡田　邦敏 岩崎　正春岩崎　正春 佐藤　　博佐藤　　博 小井土　光弘小井土　光弘 大手　博幸大手　博幸

　
10
月
１
日
か
ら
県
が
実
施
す
る

「
子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
世
代
へ

の
対
象
拡
大
」
に
伴
い
、
助
成
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
た
受
給
資
格
者
証

を
対
象
の
世
帯
に
送
付
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
証
を
保
険
証
と
合
わ
せ
て

群
馬
県
内
の
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
保
険
適
用
分
の
医
療
費
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
10
月
１

日
か
ら
有
効
な
証
に
な
り
ま
す
の

で
、
有
効
期
間
に
気
を
付
け
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
ひ
と
り
親
世
帯
の
方

子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
の
拡
大
に
係
る

受
給
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

で
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き
ひ
と
り
親

資
格
の
受
給
資
格
者
証
に
よ
る
助
成

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
９
月
診
療
分
ま
で
の
高
校

生
世
代
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
方
法
（
医
療
機
関
の
領

収
書
等
を
持
参
の
う
え
国
保
係
へ
申

請
す
る
と
、
自
己
負
担
分
を
後
日
指

定
の
口
座
に
振
り
込
む
）
を
継
続
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
い
ま
す
か

　
か
か
り
つ
け
薬
局
と
は
、処
方
せ
ん

を
も
ら
っ
た
ら
、必
ず
そ
こ
で
調
剤
し

て
も
ら
う
と
決
め
て
い
る
調
剤
薬
局
の

こ
と
で
す
。複
数
の
医
療
機
関
で
処
方

せ
ん
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
、お

薬
手
帳
と
一
緒
に
処
方
せ
ん
を
渡
せ

ば
、薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
、薬
歴
を
把
握

し
た
う
え
で
助
言
が
も
ら
え
ま
す
。薬

が
余
っ
て
い
る
と
き
に
も
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利

用
で
は
、ご
本
人
の
同
意
を
得
た
う
え

で
薬
局
が
薬
剤
情
報
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ご

本
人
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
と
は
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
で
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
か
、パ
ソ
コ
ン
に
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
を
接
続
し
て
使
用
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

　
令
和
６
年
度
の
保
育
園
及
び
認
定

こ
ど
も
園
に
新
規
入
園
を
希
望
す
る

児
童
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込
書

（
関
係
書
類
添
付
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　

※

町
外
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も

園
に
入
園
し
て
い
る
園
児
は
、
毎

年
、
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

・
福
祉
課
（
福
祉
係
）
窓
口

10
月
２
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

●
年
齢

〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育

部
分
〕

・
０
歳
以
上
（
月
年
齢
に
お
い
て
は

園
と
相
談
）
の
児
童
（
令
和
６
年
４

月
２
日
現
在
）

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

・
３
歳
以
上
の
児
童
（
令
和
６
年
４

月
２
日
現
在
）

●
町
内
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

・
馬
山
こ
ど
も
園
　
　

☎
82―

２
３
２
３
　

・
青
倉
保
育
園

☎
82―

２
５
４
９

●
入
園
基
準
〔
保
育
園
及
び
認
定
こ

ど
も
園
保
育
部
分
〕

　
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育

部
分
に
入
園
で
き
る
児
童
は
、両
親
及

び
同
居
の
親
族
が
次
の
い
ず
れ
か
の

事
情
に
あ
る
た
め
、該
当
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合
で
す
。　
　

①
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕

事
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い

る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な

い
。

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

害
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介

護
し
て
い
る
。

⑥
震
災
・
風
水
害
・
そ
の
他
の
震
災

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑦
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含

む
。
）
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑧
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

１
）
教
育
施
設
に
在
学
し
て
い
る
。

２
）
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業

　
　
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

⑨
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

１
）
児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
又
は

　
　
再
び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

　
　
と
認
め
ら
れ
る
。

２
）
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
保

　
　
育
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
認
め

　
　
ら
れ
る
。

⑩
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
、
既
に

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
引
き
続
き
利
用

令
和
６
年
４
月
　
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
入
園
児
童
の
受
付
開
始

す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
。

〔
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
教
育
部
分
に
入
園
の
児
童
は
、
両

親
及
び
同
居
の
親
族
の
い
ず
れ
か
が

就
労
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、

入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
す
。

　
考
え
方
は
幼
稚
園
と
同
じ
で
す
。

●
添
付
書
類〔
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど

も
園
保
育
部
分
〕（
両
親
ま
た
は
同
居

親
族
等
の
書
類
）

●
在
職
証
明
書

　
勤
め
て
い
る
場
合
（
パ
ー
ト
等
の

場
合
、
就
労
時
間
の
下
限
は
、
１
ヶ

月
当
た
り
48
時
間
で
す
。
）

●
内
職
証
明
書

　
内
職
を
し
て
い
る
場
合
（
一
日
平

均
４
時
間
以
上
で
な
い
と
入
園
理
由

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）
　
　

●
自
営
業
証
明
書

　
自
営
業
ま
た
は
農
業
の
場
合

●
妊
娠
中
及
び
出
産
の
場
合

　
母
子
手
帳
の
写
し
（
出
産
前
２
ヶ

月
か
ら
出
産
後
６
ヶ
月
の
間
が
入
園

理
由
に
な
り
ま
す
。
）
　

●
診
断
書
・
介
護
証
明
書

　
病
気
ま
た
は
介
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
い
る
場
合

●
求
職
活
動

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の
写
し
等

●
就
学

　
在
学
を
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し

等〔
認
定
こ
ど
も
園
教
育
部
分
〕

　
支
給
認
定
申
請
書
を
町
役
場
に
提

出
し
審
査
の
結
果
、
教
育
部
分
に
認

定
さ
れ
た
児
童
は
、
希
望
さ
れ
た
認

定
こ
ど
も
園
で
の
入
園
申
込
み
手
続

き
に
な
る
の
で
、
詳
細
は
園
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
先

・
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉
係

※

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
保
育

部
分
に
入
園
希
望
の
場
合
、
入
園
基

準
に
該
当
し
な
い
方
は
入
園
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
入
園
基
準
に
該
当
し
て

も
、
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
入
園

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

入
園
申
込
書
お
よ
び
各
種
証
明
書

の
用
紙
は
、
福
祉
課
福
祉
係
及
び
各

園
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
の
、
年
金
生
活
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
給
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
、
以

下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

○
障
害
基
礎
年
金
か
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
中
で
、
以
下
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

●
請
求
手
続
き

①
現
在
年
金
を
受
給
中
で
、
新
た
に

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お
受

け
取
り
に
な
る
方

　
　
お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら

せ
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
が

発
送
さ
れ
ま
す

　
　
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し

郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

　
　
年
金
請
求
の
手
続
き
と
併
せ

て
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の

提
出
や
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５

年
金
予
約
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　
高
崎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。待
ち
時
間
の
短
縮
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、相
談
に
お
越
し
の
際
は
、必
ず
事
前
に
予
約
し
て
か
ら
の
来

所
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
申
込
方
法

　
ご
予
約
は
、相
談
希
望
日
１
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
お
電
話
又
は
年
金

相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、相

談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番
号
、相
談
内
容
等
に
つ

い
て
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
予
約
受
付
時
間

〇
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
１５
分

予
約
状
況
に
よ
り
、ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
そ
の
他

〇
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、

年
金
証
書
、振
込
通
知
書
な
ど
の
他
、相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時
間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
き
２

階
受
付
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
高
崎
年
金
事
務
所

〇
所
在
地
　
高
崎
市
栄
町
１０
―
１

〇
電
　
話
　
☎
０
５
７
０
―
０５
―
４
８
９
０（
予
約
受
付
専
用
）

〇
休
業
日
　
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

〇
年
金
相
談
は
、「
時
間
延
長
」や「
週
末
相
談
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
延
長
　
週
初
め
の
開
所
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
午
後
７
時

週
末
相
談
　
第
２
土
曜
　
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

犬
の
登
録
と

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
試
食
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬  

◯
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
、
愛

犬
手
帳
、
注
射
料
金
（
３
，
５
０
０
円
）  

●
新
し
く
飼
い
始
め
た
生
後
90
日
以
上
で
ま
だ
登
録

し
て
い
な
い
犬

◯
持
参
す
る
物

　
登
録
料
金
:
３
，
０
０
０
円

　
注
射
料
金
:
３
，
５
０
０
円

※
当
日
、
登
録
す
る
旨
を
係
員
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

愛
犬
を
固
定
す
る
（
抑
え
る
）
こ
と
が
で
き
る
人
が

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
（
固
定
で
き
な
い
場
合
は

接
種
を
せ
ず
お
帰
り
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
）

●
「
室
内
で
飼
っ
て
い
る
」
「
お
と
な
し
く
て
嚙
み

つ
か
な
い
」
と
い
っ
た
理
由
等
で
接
種
さ
れ
な
い
方

も
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
律
違
反
と
な
り
ま
す
。

●
新
規
の
登
録
の
み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
左
記

の
と
お
り
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
時
間
　
午
前
11
時
〜  

１
時
間

程
度

●
参
加
費
　
試
食
代
４
０
０
円

●
募
集
人
数
　
各
回
10
名（
申
込
み
順
）

計
30
名
　
　

●
内
容
　
施
設
見
学
、
学
校
給
食
概

要
説
明
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
　
等

●
申
込
期
間

10
月
16
日
（
月
）
午
前
８
時
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法
　
下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
下
仁
田
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、
ご
遠
慮

い
た
だ
き
、
毎
月
19
日
開
催
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
試
食
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82―

2
5
4
2

保健センター

西牧防災広場

対象 実施場所

町内
全地区

実施期間

10月26日
（木）

10:30～11:00

11:20～11:40

時　　間

※犬の死亡や飼い主の変更の際は必ず、保健センター
（☎８２－５４９０）までご連絡ください。

１１月７日（火）

１１月９日（木）

１１月２９日（水）

●開催日及び献立内容　※献立内容は変更することもあります。
献　立　内　容開　催　日 二次元コード

きな粉揚げパン、カレー味おでん、ごぼうサラダ、牛乳

パックうどん、下仁田ねぎのうどん汁、肉詰めいなり、
ほうれん草のごま和え、牛乳

ごはん、豆乳入り卵焼き、ゆかり和え、すき焼き煮、牛乳

4広
報しもにた5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
の
、
年
金
生
活
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
給
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
、
以

下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

○
障
害
基
礎
年
金
か
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
中
で
、
以
下
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

●
請
求
手
続
き

①
現
在
年
金
を
受
給
中
で
、
新
た
に

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お
受

け
取
り
に
な
る
方

　
　
お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら

せ
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
が

発
送
さ
れ
ま
す

　
　
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し

郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

　
　
年
金
請
求
の
手
続
き
と
併
せ

て
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の

提
出
や
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５

年
金
予
約
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　
高
崎
年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。待
ち
時
間
の
短
縮
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、相
談
に
お
越
し
の
際
は
、必
ず
事
前
に
予
約
し
て
か
ら
の
来

所
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
申
込
方
法

　
ご
予
約
は
、相
談
希
望
日
１
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
お
電
話
又
は
年
金

相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に
は
、相

談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、基
礎
年
金
番
号
、電
話
番
号
、相
談
内
容
等
に
つ

い
て
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
予
約
受
付
時
間

〇
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
１５
分

予
約
状
況
に
よ
り
、ご
希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
そ
の
他

〇
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、

年
金
証
書
、振
込
通
知
書
な
ど
の
他
、相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時
間
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ
き
２

階
受
付
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
高
崎
年
金
事
務
所

〇
所
在
地
　
高
崎
市
栄
町
１０
―
１

〇
電
　
話
　
☎
０
５
７
０
―
０５
―
４
８
９
０（
予
約
受
付
専
用
）

〇
休
業
日
　
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

〇
年
金
相
談
は
、「
時
間
延
長
」や「
週
末
相
談
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
間
延
長
　
週
初
め
の
開
所
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
午
後
７
時

週
末
相
談
　
第
２
土
曜
　
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

犬
の
登
録
と

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
試
食
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
す
で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬  

◯
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
、
愛

犬
手
帳
、
注
射
料
金
（
３
，
５
０
０
円
）  

●
新
し
く
飼
い
始
め
た
生
後
90
日
以
上
で
ま
だ
登
録

し
て
い
な
い
犬

◯
持
参
す
る
物

　
登
録
料
金
:
３
，
０
０
０
円

　
注
射
料
金
:
３
，
５
０
０
円

※
当
日
、
登
録
す
る
旨
を
係
員
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

愛
犬
を
固
定
す
る
（
抑
え
る
）
こ
と
が
で
き
る
人
が

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
（
固
定
で
き
な
い
場
合
は

接
種
を
せ
ず
お
帰
り
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
）

●
「
室
内
で
飼
っ
て
い
る
」
「
お
と
な
し
く
て
嚙
み

つ
か
な
い
」
と
い
っ
た
理
由
等
で
接
種
さ
れ
な
い
方

も
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
律
違
反
と
な
り
ま
す
。

●
新
規
の
登
録
の
み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
左
記

の
と
お
り
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
時
間
　
午
前
11
時
〜  

１
時
間

程
度

●
参
加
費
　
試
食
代
４
０
０
円

●
募
集
人
数
　
各
回
10
名（
申
込
み
順
）

計
30
名
　
　

●
内
容
　
施
設
見
学
、
学
校
給
食
概

要
説
明
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
　
等

●
申
込
期
間

10
月
16
日
（
月
）
午
前
８
時
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法
　
下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
下
仁
田
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、
ご
遠
慮

い
た
だ
き
、
毎
月
19
日
開
催
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
試
食
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82―

2
5
4
2

保健センター

西牧防災広場

対象 実施場所

町内
全地区

実施期間

10月26日
（木）

10:30～11:00

11:20～11:40

時　　間

※犬の死亡や飼い主の変更の際は必ず、保健センター
（☎８２－５４９０）までご連絡ください。

１１月７日（火）

１１月９日（木）

１１月２９日（水）

●開催日及び献立内容　※献立内容は変更することもあります。
献　立　内　容開　催　日 二次元コード

きな粉揚げパン、カレー味おでん、ごぼうサラダ、牛乳

パックうどん、下仁田ねぎのうどん汁、肉詰めいなり、
ほうれん草のごま和え、牛乳

ごはん、豆乳入り卵焼き、ゆかり和え、すき焼き煮、牛乳

4広
報しもにた5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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町
で
は
、
自
走
式
の
『
樹
木
粉
砕

機
』
・
『
草
刈
粉
砕
機
』
を
購
入

し
、
無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下

の
条
件
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者

　
町
内
に
お
い
て
、
地
域
の
環
境
を

保
全
し
よ
う
と
す
る
個
人
及
び
団
体

●
予
約
受
付
　

　
使
用
を
希
望
す
る
日
の
２
ヶ
月
前

よ
り
受
付

●
申
請
先

〔
樹
木
粉
砕
機
〕
農
林
課
　
林
業
係

〔
草
刈
粉
砕
機
〕
農
林
課
　
農
業
係

●
貸
出
期
間

（
貸
出
日
・
返
却
日
を
含
む
）

〔
樹
木
粉
砕
機
〕
土
日
祝
日
を
除
く

連
続
す
る
５
日
以
内
の
間

〔
草
刈
粉
砕
機
〕
土
日
祝
日
を
除
く

連
続
す
る
３
日
以
内
の
間

※

返
却
日
が
休
日
等
の
場
合
は
翌
開

庁
日
に
午
前
９
時
ま
で
に
返
却

●
利
用
限
度
　
申
請
者
毎
に
１
ヶ
月

間
に
１
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
（
機
械
等
運
搬

費
・
燃
料
費
・
傷
害
保
険
等
加
入
費

は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
）

粉
砕
機
を
《
無
料
》
で
貸
し
出
し
ま
す

●
そ
の
他

※

営
利
目
的
で
の
利
用
、
及
び
第
三
者

へ
の
転
貸
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※

機
械
等
の
運
搬
は
利
用
者
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
時
に
、
運
転
免
許
証
を
お
持

ち
下
さ
い
。

※

運
搬
時
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
草
刈

粉
砕
機
・
小
型
樹
木
粉
砕
機
）
又

は
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
（
大
型
樹
木
粉

砕
機
）
、
固
定
用
ロ
ー
プ
を
ご
用

意
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
　
☎
64―

８
８
０
６

自走式（小型）樹木粉砕機

自走式（大型）樹木粉砕機

自走式草刈粉砕機

上信電鉄でＧＯＧＯ!! 下仁田キャンぺーンは
１０月31日（火）に終了します！！

　町内の500円以上のお買物などで上信電鉄の片道運賃が
無料になる「上信電鉄でGOGO!!下仁田キャンペーン」です
が、10月31日（火）をもって終了となります。
　この機会に、ぜひご利用ください。

キャンペーンについて
詳しくはこちら
（町ホームページ）

●問い合わせ
企画課地域創生係　☎64-8809

地域づくり・ボランティア団体からのお知らせ地域づくり・ボランティア団体からのお知らせ

バイブレーションテーブル現実化委員会バイブレーションテーブル現実化委員会

　バイブレーションテーブル現実化委員会は、2010年より地域活性化のため音楽イベントを開催
し、多くの方のご協力により、延べ4万人以上のお客様にお越しいただきました！
　2020年以降は町の名所にスポットをあて、中小規模のイベントを各地で開催しています。
　そこで、更なる地域振興のため下仁田町の皆さんにアイデアを募集します。
　場所でも物でも無形のもの（ワークショップ）でもどんなことでもかまいません。
　小さなお子様からお年寄りまで楽しめて、町外からも集客できるようなイベントを企画していき

たいと思いますので、みなさんのアイデアをどしどしお寄
せください。
　アイデアをお持ちの方は、下記代表メールへ連絡をお願
いします。皆さんで楽しいイベント開催しませんか！

ＴＴＴ（つどう・つながる・つくりだす）下仁田の会ＴＴＴ（つどう・つながる・つくりだす）下仁田の会

イベントアイデアを募集します！

一緒に活動をしていただける方を募集しています！
　ＴＴＴ（つどう・つながる・つくりだす　下仁田の会）は、昨年度から町が取り組んでいる「街
なか活性化事業基本計画」に賛同する有志が中心に集まり、「清掃活動（ごみ拾い）」など環境美
化活動を行ったり、町のイベントに参加するなどし、下仁田町を盛り上げていこうと活動を行って
いる会です。
　現在は、毎月、町内各所で「清掃活動」を行い、その後に休憩をしながら、活動についての話し
合いや参加者の交流などを行っています。今後、継続した活動を実施していく予定ですが、年齢や
性別を問わず一緒に活動をしていただく方を募集しています。
　「暮らす人・来る人・関わる人　みんなが”ワクワク”する気持ちを持って過ごせる町」をつくろ
うと、一緒に活動していただける方、一緒に考えていただける方を募集しています。まずはみんな
と簡単に「できる」活動をしていきたいと思っていますので、ぜひ参加をお願いします。
　一緒に活動をいただける方は、
右記代表へ連絡をお願いします。
　皆さんの参加をお待ちしています！

ＴＴＴ代表

瀬間淳一メール

バイブレーションテーブル

現実化委員会メール

6広
報しもにた7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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翌
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却
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で
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搬
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》
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搬
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搬
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０
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自走式（小型）樹木粉砕機

自走式（大型）樹木粉砕機

自走式草刈粉砕機

上信電鉄でＧＯＧＯ!! 下仁田キャンぺーンは
１０月31日（火）に終了します！！

　町内の500円以上のお買物などで上信電鉄の片道運賃が
無料になる「上信電鉄でGOGO!!下仁田キャンペーン」です
が、10月31日（火）をもって終了となります。
　この機会に、ぜひご利用ください。

キャンペーンについて
詳しくはこちら
（町ホームページ）

●問い合わせ
企画課地域創生係　☎64-8809

地域づくり・ボランティア団体からのお知らせ地域づくり・ボランティア団体からのお知らせ

バイブレーションテーブル現実化委員会バイブレーションテーブル現実化委員会

　バイブレーションテーブル現実化委員会は、2010年より地域活性化のため音楽イベントを開催
し、多くの方のご協力により、延べ4万人以上のお客様にお越しいただきました！
　2020年以降は町の名所にスポットをあて、中小規模のイベントを各地で開催しています。
　そこで、更なる地域振興のため下仁田町の皆さんにアイデアを募集します。
　場所でも物でも無形のもの（ワークショップ）でもどんなことでもかまいません。
　小さなお子様からお年寄りまで楽しめて、町外からも集客できるようなイベントを企画していき

たいと思いますので、みなさんのアイデアをどしどしお寄
せください。
　アイデアをお持ちの方は、下記代表メールへ連絡をお願
いします。皆さんで楽しいイベント開催しませんか！

ＴＴＴ（つどう・つながる・つくりだす）下仁田の会ＴＴＴ（つどう・つながる・つくりだす）下仁田の会

イベントアイデアを募集します！

一緒に活動をしていただける方を募集しています！
　ＴＴＴ（つどう・つながる・つくりだす　下仁田の会）は、昨年度から町が取り組んでいる「街
なか活性化事業基本計画」に賛同する有志が中心に集まり、「清掃活動（ごみ拾い）」など環境美
化活動を行ったり、町のイベントに参加するなどし、下仁田町を盛り上げていこうと活動を行って
いる会です。
　現在は、毎月、町内各所で「清掃活動」を行い、その後に休憩をしながら、活動についての話し
合いや参加者の交流などを行っています。今後、継続した活動を実施していく予定ですが、年齢や
性別を問わず一緒に活動をしていただく方を募集しています。
　「暮らす人・来る人・関わる人　みんなが”ワクワク”する気持ちを持って過ごせる町」をつくろ
うと、一緒に活動していただける方、一緒に考えていただける方を募集しています。まずはみんな
と簡単に「できる」活動をしていきたいと思っていますので、ぜひ参加をお願いします。
　一緒に活動をいただける方は、
右記代表へ連絡をお願いします。
　皆さんの参加をお待ちしています！

ＴＴＴ代表

瀬間淳一メール

バイブレーションテーブル

現実化委員会メール

6広
報しもにた7 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3
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8月7日

8月分

8月分

8月分

会費

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日

(8月分) (単位:円)

支出区分

8月分　計

支出金額

甘楽富岡林業振興協会 懇親会

葬儀生花2件

葬儀香典2件

手土産代等1件

5,500

10,000

6,000

2,052

23,552

　みなさん、ふるさと納税制度についてご存じですか？
　ふるさと納税は、生まれたふるさとや応援したい自治体に寄付ができ、手続きをすると税金の控除が受けら
れる制度です。
　そのお礼として特産品や名産品を「返礼品」として受け取ることができます。
　いただいた寄附金は、病院の運営や給食費の無償化などに利用され町民生活に活用されています。
　この制度に応えるために、下仁田町では現在50を超える事業者様にご協力をいただき、ふるさと納税制度を
運営しております。
　下仁田町の返礼品は、下仁田ねぎをはじめ、こんにゃく製品や乳製品、お菓子や宿泊施設の宿泊券など様々
な下仁田を代表した返礼品があり全国の寄付者のもとに届けられています。
　そこで、日頃よりご協力いただいている事業者様の紹介と返礼品の情報について随時ご紹介していきたいと
思います！

ふるさと納税ふるさと納税 協力事業者様特集 No.4

有限会社 森川酒店
代表者名
事業者地区
設立年月日
従業員数

森川　進　
下仁田地区
創業：明治43年9月・法人：昭和31年2月5日
3人（パート含む）

下仁田ねぎ農家 下山喜雄
代表者名
事業者地区
設立年月日
従業員数
営業日
事業内容
販売場所
返礼品の紹介

下山喜雄
馬山地区
下仁田ねぎを育てて３代目
２人
11月～1月
下仁田ねぎ生産・販売
道の駅しもにた・自宅販売
下仁田ねぎ

販売場所 自社販売　（有）森川酒店内

・荒船風穴　特別純米酒　720㎖、300㎖（清酒）
・太古のロマン 純米吟醸　720㎖（清酒）
・太古のロマン 特別本醸　720㎖（清酒）
・下仁田葱焼酎　720㎖（焼酎）

　世界の国際品評会や全国新種鑑評会で金賞に輝く地元聖徳銘醸と共同開発し
た地酒です。
　下仁田町の世界文化遺産「荒船風穴」と「日本ジオパーク下仁田」の応援商品で
す。下仁田ねぎの香りや辛みが楽しめる「下仁田葱焼酎」も販売しております。

返礼品の紹介

周知したいこと

　ふるさと納税を通じて、下仁田町のPRができることがうれしいです。
お土産としてともジオパークPRとしても購入していただきながら下仁田をＰＲでき
ています。
　商品の名前やお店の名前を覚えていただき再度購入に繋がっていると感じる。

登録してよかったこと

　当店は、「街中観光案内所」となっていて各種観光パンフレットをそろえてあり
ます。店主の妻は、ジオパークガイドも行っており下仁田町の地質・文化・歴史、人
との交わりなども説明することができます。また、店内には町内外の方々が立ち
寄れる「お休み処」が設けられておりますのでご利用ください。

町民に向けて

伝統農法を守り続け、栄養・風味・甘さが自慢！
馬山地区特有の粘土質土壌で15か月愛情を込めて育てた下仁田葱。
我が家自慢の安心安全の下仁田葱をぜひご賞味ください。

町民に向けて

販路が増えて様々なお客様に購入していただくことができ、寄付者から直接「おい
しかった」とお声をいただいたときは大変うれしかった。
また、自分の名前を指名して再購入していただくお客様もいて大変うれしかった。

登録してよかったこと

愛情込めて育てた下仁田葱です。「道の駅しもにた」や「自宅での販売」も行って
いますのでぜひお越しください。

町民に向けて

　
10
月
16
日
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月
）
か
ら
小
中
学
校
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登
下
校
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合
わ
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各
路
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下
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ク
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運
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日
）
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変
更
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り
ま
す
。
ご
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用
さ
れ
る
方
は
、
時

刻
表
を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期
　

10
月
16
日（
月
）〜
２
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校

教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
企
画
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理
　
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式

会
社
下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の
お
知
ら
せ

●開催日時　２０２３年１０月２７日（金）～２８日（土） 各日午前10時～午後４時
●会　　場　東海ガス㈱下仁田支店 （下仁田町下仁田４７９－３）
●お楽しみ企画
＜１＞あおぞらマルシェ
『地元農家さんの朝採り野菜市』
■花のたかはし様 花苗市 ＆ ハロウィンアレンジメント
■CURRE DIEM＆imacoco様 スパイスカレーとジェラート
■ベリーこいど様 ブルーベリージャム その他出店多数
＜２＞みんなで挑戦！「しもにた５つのゼロ宣言」（下仁田町後援）
■「プラスチックごみゼロ」チャレンジ
　廃ペットボトルを「5本」持参して、下仁田町指定ごみ袋と交換しよう！
＜守って頂きたいこと＞
・廃ペットボトルは、ラベル・キャップをはずし、洗って乾燥させてご持参ください。
・容器サイズに決まりはありません。
・５本から受け付け可です。おひとり様１袋分（45ℓ目安）まで受け付けいたします。
・参加条件はありません。ご自宅にある廃ペットボトルを持って東海ガスまでお越しください。
＜3＞ガス展企画
■来場記念品　「牛肉」
東海ガスのガス展恒例！
来場者にもれなく「牛肉」プレゼント！！その他楽しい企画が盛りだくさん！

『地元農家さんの朝採り野菜市』 他イベント多数 in東海ガス「ガス展」

資源ゴミ
専用袋

牛肉
●問い合わせ
東海ガス（株）下仁田支店
TEL０２７４－６４－９４００

99 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた
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甘楽富岡林業振興協会 懇親会

葬儀生花2件

葬儀香典2件

手土産代等1件

5,500

10,000

6,000

2,052

23,552

　みなさん、ふるさと納税制度についてご存じですか？
　ふるさと納税は、生まれたふるさとや応援したい自治体に寄付ができ、手続きをすると税金の控除が受けら
れる制度です。
　そのお礼として特産品や名産品を「返礼品」として受け取ることができます。
　いただいた寄附金は、病院の運営や給食費の無償化などに利用され町民生活に活用されています。
　この制度に応えるために、下仁田町では現在50を超える事業者様にご協力をいただき、ふるさと納税制度を
運営しております。
　下仁田町の返礼品は、下仁田ねぎをはじめ、こんにゃく製品や乳製品、お菓子や宿泊施設の宿泊券など様々
な下仁田を代表した返礼品があり全国の寄付者のもとに届けられています。
　そこで、日頃よりご協力いただいている事業者様の紹介と返礼品の情報について随時ご紹介していきたいと
思います！

ふるさと納税ふるさと納税 協力事業者様特集 No.4

有限会社 森川酒店
代表者名
事業者地区
設立年月日
従業員数

森川　進　
下仁田地区
創業：明治43年9月・法人：昭和31年2月5日
3人（パート含む）

下仁田ねぎ農家 下山喜雄
代表者名
事業者地区
設立年月日
従業員数
営業日
事業内容
販売場所
返礼品の紹介

下山喜雄
馬山地区
下仁田ねぎを育てて３代目
２人
11月～1月
下仁田ねぎ生産・販売
道の駅しもにた・自宅販売
下仁田ねぎ

販売場所 自社販売　（有）森川酒店内

・荒船風穴　特別純米酒　720㎖、300㎖（清酒）
・太古のロマン 純米吟醸　720㎖（清酒）
・太古のロマン 特別本醸　720㎖（清酒）
・下仁田葱焼酎　720㎖（焼酎）

　世界の国際品評会や全国新種鑑評会で金賞に輝く地元聖徳銘醸と共同開発し
た地酒です。
　下仁田町の世界文化遺産「荒船風穴」と「日本ジオパーク下仁田」の応援商品で
す。下仁田ねぎの香りや辛みが楽しめる「下仁田葱焼酎」も販売しております。

返礼品の紹介

周知したいこと

　ふるさと納税を通じて、下仁田町のPRができることがうれしいです。
お土産としてともジオパークPRとしても購入していただきながら下仁田をＰＲでき
ています。
　商品の名前やお店の名前を覚えていただき再度購入に繋がっていると感じる。

登録してよかったこと

　当店は、「街中観光案内所」となっていて各種観光パンフレットをそろえてあり
ます。店主の妻は、ジオパークガイドも行っており下仁田町の地質・文化・歴史、人
との交わりなども説明することができます。また、店内には町内外の方々が立ち
寄れる「お休み処」が設けられておりますのでご利用ください。

町民に向けて

伝統農法を守り続け、栄養・風味・甘さが自慢！
馬山地区特有の粘土質土壌で15か月愛情を込めて育てた下仁田葱。
我が家自慢の安心安全の下仁田葱をぜひご賞味ください。

町民に向けて

販路が増えて様々なお客様に購入していただくことができ、寄付者から直接「おい
しかった」とお声をいただいたときは大変うれしかった。
また、自分の名前を指名して再購入していただくお客様もいて大変うれしかった。

登録してよかったこと

愛情込めて育てた下仁田葱です。「道の駅しもにた」や「自宅での販売」も行って
いますのでぜひお越しください。

町民に向けて

　
10
月
16
日
（
月
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り

便
の
午
後
４
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時

刻
表
を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期
　

10
月
16
日（
月
）〜
２
月
15
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校

教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
企
画
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理
　
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式

会
社
下
仁
田
営
業
所

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の
お
知
ら
せ

●開催日時　２０２３年１０月２７日（金）～２８日（土） 各日午前10時～午後４時
●会　　場　東海ガス㈱下仁田支店 （下仁田町下仁田４７９－３）
●お楽しみ企画
＜１＞あおぞらマルシェ
『地元農家さんの朝採り野菜市』
■花のたかはし様 花苗市 ＆ ハロウィンアレンジメント
■CURRE DIEM＆imacoco様 スパイスカレーとジェラート
■ベリーこいど様 ブルーベリージャム その他出店多数
＜２＞みんなで挑戦！「しもにた５つのゼロ宣言」（下仁田町後援）
■「プラスチックごみゼロ」チャレンジ
　廃ペットボトルを「5本」持参して、下仁田町指定ごみ袋と交換しよう！
＜守って頂きたいこと＞
・廃ペットボトルは、ラベル・キャップをはずし、洗って乾燥させてご持参ください。
・容器サイズに決まりはありません。
・５本から受け付け可です。おひとり様１袋分（45ℓ目安）まで受け付けいたします。
・参加条件はありません。ご自宅にある廃ペットボトルを持って東海ガスまでお越しください。
＜3＞ガス展企画
■来場記念品　「牛肉」
東海ガスのガス展恒例！
来場者にもれなく「牛肉」プレゼント！！その他楽しい企画が盛りだくさん！

『地元農家さんの朝採り野菜市』 他イベント多数 in東海ガス「ガス展」

資源ゴミ
専用袋

牛肉
●問い合わせ
東海ガス（株）下仁田支店
TEL０２７４－６４－９４００

99 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた



女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

お子様からご老人まで、気になる身体のご相談、不安や疑心暗鬼で悩んでいる方など、治療を受ける前に是非、相談
室をお訪ねください。
●日　時：令和５年１０月２０日（金）　１０：００～１３：００
●相談料：１，０００円（お一人様２０分）※お子様は無料
●定　員：６名様　※先着順での事前お申込みが必要です。（空きがある場合は当日も可）
●その他：相談内容が多岐に渡る場合は、個別に専門分野の先生方とも連携致します。
お気軽にご相談くださいませ。

♦相川　厚（あいかわ　あつし）医師による心と身体の相談室

秋・冬ちょっと羽織れるマーガレット作り。着物展示会・小物即売会も開催しています。
●日　時：令和５年１０月１日（日）　１３：００～１５：００（第４回）
●参加費：３，０００円（材料費込み）　　
●定　員：１０名様限定　※先着順での事前お申込みが必要です。
●持ち物：裁縫ハサミ・縫い針・糸・物差しなどの裁縫道具。　※工房でもお貸しすることができます。

♦紅工房　着物リメイク手作り講座 ～手ぶらで来て、作って、お持ち帰り。～

「西牧村　本宿回想記」の著者である黛　一子氏による講演会です。
●日　時：令和５年１０月２１日（土）　１４：００～１５：００
●参加費：無料　※事前お申込みも不要

♦黛　一子（まゆずみ　かずこ）氏による講演会　～「西牧村　本宿回想記」私の思い出～

※上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

１９５１年東京生まれ。慶応義塾大学医学部卒業後、同大学泌尿器科、防衛医科大学校泌
尿器科勤務で腎移植に興味を持ち、東邦大学医学部腎臓学教室へ。その後イギリス王立リヴ
ァプール大学病院腎移植ユニットに留学、献腎移植、膵腎同時移植の臨床に携わる。９１年
に東邦大学医学部腎臓学教室講師、０５年同教授。この間５００例以上の腎移植を手掛け
る。臨床のかたわら講演会等移植医療の啓蒙活動に東奔西走、９７年からは「国際移植者ス
ポーツ大会」日本チームドクターも務める。東邦大学医学部名誉教授。日本移植学会理事。
相川氏は当日本子守唄協会の理事でもあり、女性やお子様の健康へのお手伝いをして頂くこ
とになりました。

～相川　厚氏プロフィール～

10月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

10/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

10/10（火）

１０：００～１１：３０
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

お子様からご老人まで、気になる身体のご相談、不安や疑心暗鬼で悩んでいる方など、治療を受ける前に是非、相談
室をお訪ねください。
●日　時：令和５年１０月２０日（金）　１０：００～１３：００
●相談料：１，０００円（お一人様２０分）※お子様は無料
●定　員：６名様　※先着順での事前お申込みが必要です。（空きがある場合は当日も可）
●その他：相談内容が多岐に渡る場合は、個別に専門分野の先生方とも連携致します。
お気軽にご相談くださいませ。

♦相川　厚（あいかわ　あつし）医師による心と身体の相談室

秋・冬ちょっと羽織れるマーガレット作り。着物展示会・小物即売会も開催しています。
●日　時：令和５年１０月１日（日）　１３：００～１５：００（第４回）
●参加費：３，０００円（材料費込み）　　
●定　員：１０名様限定　※先着順での事前お申込みが必要です。
●持ち物：裁縫ハサミ・縫い針・糸・物差しなどの裁縫道具。　※工房でもお貸しすることができます。

♦紅工房　着物リメイク手作り講座 ～手ぶらで来て、作って、お持ち帰り。～

「西牧村　本宿回想記」の著者である黛　一子氏による講演会です。
●日　時：令和５年１０月２１日（土）　１４：００～１５：００
●参加費：無料　※事前お申込みも不要

♦黛　一子（まゆずみ　かずこ）氏による講演会　～「西牧村　本宿回想記」私の思い出～

※上記イベントは全て旧西牧小学校（下仁田町大字西野牧４６４１－１）内での開催となります。

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail　info@komoriuta.jp　 URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

１９５１年東京生まれ。慶応義塾大学医学部卒業後、同大学泌尿器科、防衛医科大学校泌
尿器科勤務で腎移植に興味を持ち、東邦大学医学部腎臓学教室へ。その後イギリス王立リヴ
ァプール大学病院腎移植ユニットに留学、献腎移植、膵腎同時移植の臨床に携わる。９１年
に東邦大学医学部腎臓学教室講師、０５年同教授。この間５００例以上の腎移植を手掛け
る。臨床のかたわら講演会等移植医療の啓蒙活動に東奔西走、９７年からは「国際移植者ス
ポーツ大会」日本チームドクターも務める。東邦大学医学部名誉教授。日本移植学会理事。
相川氏は当日本子守唄協会の理事でもあり、女性やお子様の健康へのお手伝いをして頂くこ
とになりました。

～相川　厚氏プロフィール～

10月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

10/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

10/10（火）

１０：００～１１：３０

　
10
月
の
ひ
と
月
間
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
２
炉
の
う
ち
１

炉
の
み
の
運
転
と
な
る
の
で
、
焼
却

処
理
量
が
半
減
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
工
事
期
間

中
の
燃
え
る
ゴ
ミ
（
粗
大
ゴ
ミ
を
含

む
）
の
自
己
搬
入
受
入
れ
は
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
ゴ
ミ
集
積
所
に
お
け
る
収

集
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飲
食
店

燃
え
る
ゴ
ミ
の
自
己
搬
入
受
入
れ
を

中
止
し
ま
す

等
か
ら
の
厨
芥
類
（
製
造
業
は
除

く
）
、
事
務
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
等

に
つ
い
て
は
、
受
入
れ
を
い
た
し
ま

す
。

　
ゴ
ミ
減
量
化
に
対
す
る
皆
さ
ま
方

の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

事
務
局
　
☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー
　
☎
82―

３
１
７
９

　
本
年
も
知
的
障
害
者
福
祉
月
間

（
９
月
１
日
〜
30
日
）
に
合
わ
せ
、

９
月
12
日
に
下
仁
田
町
役
場
で
福
祉

パ
レ
ー
ド
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
「
甘
楽
郡
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
会
長
か
ら
町

長
、
議
長
、
教
育
長
へ
知
的
障
害
者

を
取
り
巻
く
現
状
や
問
題
点
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
を
行
っ
た
の

ち
、
福
祉
作
業
所
通
所
者
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

行政情報行政情報

第
50
回
福
祉
パ
レ
ー
ド
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
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令
和
7
年
度
か
ら
併
設
型
小
中
一
貫
校
へ
移
行
し
ま
す

令
和
7
年
度
か
ら
併
設
型
小
中
一
貫
校
へ
移
行
し
ま
す

な
ぜ
小
中一貫
校
に

移
行
す
る
か
？

小
中一貫
校
に
移
行
す
る

た
め
の
課
題
は
？

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
併
設
型
小

中
一
貫
校
」
に
移
行
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
法
律
で
は
、
小
中
一
貫
校
と
し

て
「
義
務
教
育
学
校
」
と
「
併
設
型
小

中
一
貫
校
」
の
二
つ
の
形
態
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。（
注
一
）「
義
務
教
育
学

校
」
は
学
校
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。(

注

二)

そ
れ
に
対
し
て
、
併
設
型
小
中
一

貫
校
は
、
現
在
の
小
学
校
及
び
中
学
校

の
基
本
的
な
枠
組
み
は
残
し
た
ま
ま
、

義
務
教
育
学
校
に
準
じ
た
形
で
一
貫
教

育
が
実
施
で
き
る
学
校
で
す
。

　
町
の
児
童
、
生
徒
数
が
減
少
し
小
中

学
校
と
も
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
他
の

人
と
関
わ
る
中
で
自
己
を
確
立
し
て
い

く
力
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
系
統
的
な
学

び
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
重
要
で

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
併
設
型

小
中
一
貫
校
に
移
行
し
て
以
下
の
よ
う

な
利
点
を
活
か
す
こ
と
が
よ
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

・
一
貫
校
と
す
る
こ
と
で
、
一
人
の
児

童
生
徒
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
児

童
、
生
徒
が
増
え
る
。

・
小
学
校
で
教
科
担
任
制
が
実
施
し
や

す
く
な
り
、
学
習
内
容
の
系
統
性
を
重

視
し
た
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
例
え
ば
、
英
語
科
を

新
設
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
学
年
で

英
語
の
授
業
を
行
え
る
。）

　
併
設
型
小
中
一
貫
校
に
移
行
す
る
場

合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
と
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
歴
史
の
浅
い

制
度
で
す
の
で
、
先
行
し
て
実
施
し
た

例
は
全
国
的
に
も
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
各
校
と
も
課
題
を
持
ち
な
が
ら
実

践
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
町
教
育
委
員
会
と
し

て
も
移
行
ま
で
に
、
学
校
教
育
の
後
退

が
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
実
施
に
向

け
た
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
注
一
）
設
置
市
町
村
が
異
な
る
学
校

間
で
の
「
連
携
型
小
中
一
貫
校
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
扱
い
ま
せ
ん
。

（
注
二
）
施
設
分
離
型
と
し
て
現
在
の

小
・
中
学
校
の
校
舎
を
使
う
形
で
の
義

務
教
育
学
校
は
可
能
で
す
が
、
学
校
と

し
て
は
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

下
仁
田
町
立
学
校
の
発
展
に
向
け
て

の
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育教育

現行の小中学校・併設型小中一貫校・義務教育学校の比較表

現行の小中学校

修業年限

組織運営

教育目標
教育課程

学校名

特　例

その他

併設型小中一貫校 義務教育学校

小学校 6年・中学校 3年 小学校 6年・中学校 3年 9年（前期 6年・後期 3年）

・小学校・中学校に校長・
教頭が配置され、それぞ
れの教職員組織で運営す
る

・小学校・中学校に校長・
教頭が配置され、それぞ
れの教職員組織が連携を
とりながら運営する

・校長・教頭が一人ずつ配
置され、一つの教職員組
織として運営する

・小学校・中学校それぞれ
の教育目標
・学習指導要領に基づい
た、教育課程を立案、実
施

・9年間の教育目標
・学習指導要領に基づい
た、9 年間の系統性を配
慮した教育課程を立案、
実施

・9年間の教育目標
・学習指導要領に基づい
た、9 年間の系統性を配
慮した教育課程を立案、
実施

現行のまま 現行のまま ○○義務教育学校に変更

なし ・教科を新設すること
・学習内容を学年間で入替
をすること
・学年段階の区分（6―3）
を変更すること
等が、教育委員会の判断
で可能になる

・教科を新設すること
・学習内容を学年間で入替
をすること
・学年段階の区分（6―3）
を変更すること
等が、教育委員会の判断
で可能になる

制服や校歌の変更なし 校歌の変更が必要

%%
戻ってくる

PayPayポイント

ポイント

最大

対象店舗なら
PayPay のお支払いで PayPayの使い方教室PayPayの使い方教室

　使うための方法など、住民向けの説明会を
開催します。都合のよい会場へお越しください。
1．10/24（火）１４時～
　　交流防災ステーション（道の駅隣）
2．10/25（水）１４時～
　　旧小坂小学校体育館
3．10/26（木）１４時～
　　活性化センター（本宿）
4．10/27（金）１４時～
　　旧青倉小学校体育館
5．10/30（月）１４時～
　　下仁田町公民館３階大会議室
●持ち物　自身のスマートフォン

※参加希望の方は
下仁田町役場
商工観光課

（☎６４－８８０５）まで
ご連絡ください。

※参加希望の方は
下仁田町役場
商工観光課

（☎６４－８８０５）まで
ご連絡ください。

無料予約制無料予約制

※詳細については、広報９月号又は下仁田町ホームページをご覧ください。
■キャンペーン実施期間　令和5年11/1（水）～12/25（月）

下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

下仁田町役場　商工観光課　電話　０２７４-６４-８８０５

花火詳細
下仁田町 ・ 下仁田町商工会 ・ 下仁田町商業協同組合
下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会・下仁田町森林組合
(一社)下仁田町観光協会 ・ (一社)富岡法人会下仁田地区会
甘楽富岡農業協同組合

十
月
七
日（
土
）

午
後
七
時
三
十
分 

開
始

十
月
七
日（
土
）

午
後
七
時
三
十
分 

開
始

花
火
打
上

花
火
打
上

打
上
場
所

ほ
た
る
山
公
園

打
上
場
所

ほ
た
る
山
公
園

問い合わせ

共催

主催

八
月
十
四
日
に
、台
風
の
影
響
で

こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
、諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
に

合
わ
せ
て
花
火
打
上
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５
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令
和
7
年
度
か
ら
併
設
型
小
中
一
貫
校
へ
移
行
し
ま
す

令
和
7
年
度
か
ら
併
設
型
小
中
一
貫
校
へ
移
行
し
ま
す

な
ぜ
小
中一貫
校
に

移
行
す
る
か
？

小
中一貫
校
に
移
行
す
る

た
め
の
課
題
は
？

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
併
設
型
小

中
一
貫
校
」
に
移
行
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
法
律
で
は
、
小
中
一
貫
校
と
し

て
「
義
務
教
育
学
校
」
と
「
併
設
型
小

中
一
貫
校
」
の
二
つ
の
形
態
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。（
注
一
）「
義
務
教
育
学

校
」
は
学
校
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。(

注

二)

そ
れ
に
対
し
て
、
併
設
型
小
中
一

貫
校
は
、
現
在
の
小
学
校
及
び
中
学
校

の
基
本
的
な
枠
組
み
は
残
し
た
ま
ま
、

義
務
教
育
学
校
に
準
じ
た
形
で
一
貫
教

育
が
実
施
で
き
る
学
校
で
す
。

　
町
の
児
童
、
生
徒
数
が
減
少
し
小
中

学
校
と
も
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
他
の

人
と
関
わ
る
中
で
自
己
を
確
立
し
て
い

く
力
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
系
統
的
な
学

び
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
重
要
で

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
併
設
型

小
中
一
貫
校
に
移
行
し
て
以
下
の
よ
う

な
利
点
を
活
か
す
こ
と
が
よ
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

・
一
貫
校
と
す
る
こ
と
で
、
一
人
の
児

童
生
徒
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
児

童
、
生
徒
が
増
え
る
。

・
小
学
校
で
教
科
担
任
制
が
実
施
し
や

す
く
な
り
、
学
習
内
容
の
系
統
性
を
重

視
し
た
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（
例
え
ば
、
英
語
科
を

新
設
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
学
年
で

英
語
の
授
業
を
行
え
る
。）

　
併
設
型
小
中
一
貫
校
に
移
行
す
る
場

合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
と
問
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
歴
史
の
浅
い

制
度
で
す
の
で
、
先
行
し
て
実
施
し
た

例
は
全
国
的
に
も
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
各
校
と
も
課
題
を
持
ち
な
が
ら
実

践
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
町
教
育
委
員
会
と
し

て
も
移
行
ま
で
に
、
学
校
教
育
の
後
退

が
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
実
施
に
向

け
た
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
注
一
）
設
置
市
町
村
が
異
な
る
学
校

間
で
の
「
連
携
型
小
中
一
貫
校
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
扱
い
ま
せ
ん
。

（
注
二
）
施
設
分
離
型
と
し
て
現
在
の

小
・
中
学
校
の
校
舎
を
使
う
形
で
の
義

務
教
育
学
校
は
可
能
で
す
が
、
学
校
と

し
て
は
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

下
仁
田
町
立
学
校
の
発
展
に
向
け
て

の
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育教育

現行の小中学校・併設型小中一貫校・義務教育学校の比較表

現行の小中学校

修業年限

組織運営

教育目標
教育課程

学校名

特　例

その他

併設型小中一貫校 義務教育学校

小学校 6年・中学校 3年 小学校 6年・中学校 3年 9年（前期 6年・後期 3年）

・小学校・中学校に校長・
教頭が配置され、それぞ
れの教職員組織で運営す
る

・小学校・中学校に校長・
教頭が配置され、それぞ
れの教職員組織が連携を
とりながら運営する

・校長・教頭が一人ずつ配
置され、一つの教職員組
織として運営する

・小学校・中学校それぞれ
の教育目標
・学習指導要領に基づい
た、教育課程を立案、実
施

・9年間の教育目標
・学習指導要領に基づい
た、9 年間の系統性を配
慮した教育課程を立案、
実施

・9年間の教育目標
・学習指導要領に基づい
た、9 年間の系統性を配
慮した教育課程を立案、
実施

現行のまま 現行のまま ○○義務教育学校に変更

なし ・教科を新設すること
・学習内容を学年間で入替
をすること
・学年段階の区分（6―3）
を変更すること
等が、教育委員会の判断
で可能になる

・教科を新設すること
・学習内容を学年間で入替
をすること
・学年段階の区分（6―3）
を変更すること
等が、教育委員会の判断
で可能になる

制服や校歌の変更なし 校歌の変更が必要

%%
戻ってくる

PayPayポイント

ポイント

最大

対象店舗なら
PayPay のお支払いで PayPayの使い方教室PayPayの使い方教室

　使うための方法など、住民向けの説明会を
開催します。都合のよい会場へお越しください。
1．10/24（火）１４時～
　　交流防災ステーション（道の駅隣）
2．10/25（水）１４時～
　　旧小坂小学校体育館
3．10/26（木）１４時～
　　活性化センター（本宿）
4．10/27（金）１４時～
　　旧青倉小学校体育館
5．10/30（月）１４時～
　　下仁田町公民館３階大会議室
●持ち物　自身のスマートフォン

※参加希望の方は
下仁田町役場
商工観光課

（☎６４－８８０５）まで
ご連絡ください。

※参加希望の方は
下仁田町役場
商工観光課

（☎６４－８８０５）まで
ご連絡ください。

無料予約制無料予約制

※詳細については、広報９月号又は下仁田町ホームページをご覧ください。
■キャンペーン実施期間　令和5年11/1（水）～12/25（月）

下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

下仁田町役場　商工観光課　電話　０２７４-６４-８８０５

花火詳細
下仁田町 ・ 下仁田町商工会 ・ 下仁田町商業協同組合
下仁田町蒟蒻消費拡大推進協議会・下仁田町森林組合
(一社)下仁田町観光協会 ・ (一社)富岡法人会下仁田地区会
甘楽富岡農業協同組合

十
月
七
日（
土
）

午
後
七
時
三
十
分 

開
始

十
月
七
日（
土
）

午
後
七
時
三
十
分 

開
始

花
火
打
上

花
火
打
上

打
上
場
所

ほ
た
る
山
公
園

打
上
場
所

ほ
た
る
山
公
園

問い合わせ

共催

主催

八
月
十
四
日
に
、台
風
の
影
響
で

こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
、諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
に

合
わ
せ
て
花
火
打
上
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係

☎
82―

２
１
１
５
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【
俳
句
】

■
こ
ろ
こ
ろ
ろ
り
り
〜
ん
じ
い
じ
秋
の
夜  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
七
夕
や
狂
う
自
然
と
笹
の
葉
に

　
　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
山
寺
の
石
段
染
め
る
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
オ
ミ
ナ
エ
シ
今
年
も
咲
い
て
ま
た
た
の
し
青
空
高
く
ト
ン
ボ
と
び
か
う

　（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
葉
っ
ぱ
の
ね  

中
に
卵
が
居
る
ん
だ
よ
だ
か
ら
燃
さ
ず
か
ま
ん
ど
い
て
ね 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
雑
草
は
小
さ
い
秋
ま
で
生
か
せ
て
と
雨
を
た
ば
ね
て
小
花
ゆ
ら
せ
り

　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
懐
か
し
や
畠
の
木
陰
で
瓜
か
じ
る
い
か
つ
い
髭
面
父
夢
に

　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
空
高
く
秋
茜
飛
ぶ
里
山
の
野
仏
に
と
ま
り
穏
や
か
な
笑
み
を

　
　

 

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
五
年
八
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　仰
奇
峰
爺
婆

　
　恕
風

　佐
藤
侃
司

四
山
煙
靄
雨
餘
繁

隱
顯
奇
峰
驚
客
魂

可
看
媼
翁
偕
老
樂

夕
暉
相
對
護
孤
村

　奇
峰
爺
と
婆
を
仰
ぐ

四
山
の
煙
靄

　

 

雨
余
に
繁
く

隠
顕
す
奇
峰

　客
魂
を
驚
か
す

看
る
べ
し

　媼
翁
の
偕
老
の
楽
し
み
を

夕
暉

　相
対
し
て
孤
村
を
護
る

公民館だより公民館だより

令和５年
第467号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

　ちょっと欲張りな気まま時間、本を手にしてみませんか？
　本を読むと若くなるとか美しくなると言われています。読書をすることが、頭の体操になり、
心の健康に役立つからです。
　すぐれた本と一緒に呼吸しながら、贅沢な時間を創ってみましょう！
　きっと、あなたを虜にしてくれる１冊が見つかるはずです。

【
短
歌
】

■
馴
初
め
は
聞
く
に
及
ば
ず
古
団
扇

　
　

  

吉
田

　文
子

■
清
し
さ
や
朝
日
綾
な
す
秋
茜

　
　
　
　

  

今
井

　陽
子

■
ふ
る
さ
と
の
夕
日
に
光
る
稲
穂
波

　
　

  

斉
藤

　悦
子

■
一
匹
の
蚊
に
明
け
渡
す
丸
太
椅
子

　
　

  

佐
藤
志
げ
子

■
蟬
時
雨
母
と
歌
っ
た
昭
和
歌

　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
冷
房
の
部
屋
で
急
須
の
茶
を
淹
れ
る

　新
井

　笑
子

■
花
す
す
き
明
け
の
明
星
早
白
む

　
　
　高
田

　ト
ク

■
一
瞬
の
影
引
く
光
青
蜥
蜴

　
　
　
　
　須
藤

　禮
子

■
コ
ロ
ナ
等
無
か
っ
た
よ
う
に
夏
祭
り

　永
井

　波
江

は
や
し
ら

と
か
げ

あ
ら
く
さ

あ
や

あ
き
あ
か
ね

ふ
る

う
ち
わ

し
ざ
ん

い
ん

みせ
っ
き

あ
い
た
い

こ
そ
ん

ま
も

お
う
お
う

か
い
ろ
う

た
の

け
ん

き
ほ
う

か
っ
こ
ん

お
ど
ろ

え
ん
あ
い

う

　よ

し
げ

き
ほ
う

じ
い

ば
あ

あ
お

【
語
釈
】
爺
婆
＝
下
仁
田
町
の
小
坂
地
区
と
西
牧
地
区

の
境
界
の
峰
に
あ
る
奇
岩
。
隠
顕
＝
見
え
た
り
隠
れ
た

り
。
驚
客
魂
＝
旅
人
の
心
を
驚
か
せ
る
。
媼
翁
＝
老

夫
婦
。
偕
老
楽
＝
老
い
る
ま
で
一
緒
に
仲
良
く
暮
ら
す

喜
び
。

【
通
釈
】
四
方
の
山
々
の
靄
は
雨
が
去
っ
た
後
の
山
を

覆
い
、
見
え
隠
れ
す
る
不
思
議
な
形
を
し
た
峰
は
旅
行

く
人
の
心
を
驚
か
せ
る
。
あ
の
峰
を
見
よ
、
お
爺
さ
ん

と
お
婆
さ
ん
が
一
緒
に
仲
良
く
年
老
い
て
、
折
か
ら
の

夕
日
を
浴
び
、
小
さ
な
村
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
な
姿

を
。

☆☆☆　　読書のすすめ　　☆☆☆
読書週間　2023年10月27日（金）～11月９日（木）

☆☆☆　　読書のすすめ　　☆☆☆
読書週間　2023年10月27日（金）～11月９日（木）

見たいTVがなかったら・・・出かける用事がなかったら・・・
図書室で本を借りてみませんか？　相互貸借制度により県内各図書館（室）からご希望の本を取り寄せします。

見たいTVがなかったら・・・出かける用事がなかったら・・・
図書室で本を借りてみませんか？　相互貸借制度により県内各図書館（室）からご希望の本を取り寄せします。

【町民文化祭開催のお知らせ】♪音楽芸能発表会♪【町民文化祭開催のお知らせ】♪音楽芸能発表会♪
２０１８年以来５年ぶりに音楽芸能発表会が開催されます。
文化協会加盟７団体の皆さまが、日頃の練習成果を発表します。歌や踊り、楽器演奏などの多彩なステー
ジです。ぜひお越しください！
●日　時　１０月１５日（日）午後１時３０分開会
●場　所　下仁田町文化ホール
●入　場　無料
●参加団体　コーラス：同響会・童謡を歌う会
　　　　　　大正琴：琴夏会・琴秋会
　　　　　　舞　踊：裕仁会
　　　　　　太　鼓：下仁田荒船太鼓
　　　　　　フラダンス：フレアイ・フラ・アロハ

☆作品展示会☆☆作品展示会☆
１１月１８日（土）～２０日（月）の３日間、文化協会加盟団体の皆さまが制作した作品や成人教室の作
品等、様々な作品が文化ホールに展示されます。見ているだけで心が和む作品や、素晴らしい作品がたく
さんありますので、ぜひご来場ください。
詳細な時間等は来月の公民館だよりにてお知らせします。
～個人作品募集～
文化協会会員の方は、所属する各団体の代表者にお申し込みください。その他個人で出品される方は、１
０月２７日（金）までに下仁田町公民館へお申し込みください。申込書は下仁田町公民館にあります。な
お、出品は原則　ひとり１種目１点まで　とします。
※今年度の下仁田町公民館主催の各成人教室で作成した作品も出品できます。ご出展お待ちしておりま
す。（トールペイント・竹細工・エコクラフトなど）

皆様のご来場をお待ちしています！
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町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。
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い
、
見
え
隠
れ
す
る
不
思
議
な
形
を
し
た
峰
は
旅
行

く
人
の
心
を
驚
か
せ
る
。
あ
の
峰
を
見
よ
、
お
爺
さ
ん

と
お
婆
さ
ん
が
一
緒
に
仲
良
く
年
老
い
て
、
折
か
ら
の

夕
日
を
浴
び
、
小
さ
な
村
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
な
姿

を
。

☆☆☆　　読書のすすめ　　☆☆☆
読書週間　2023年10月27日（金）～11月９日（木）

☆☆☆　　読書のすすめ　　☆☆☆
読書週間　2023年10月27日（金）～11月９日（木）

見たいTVがなかったら・・・出かける用事がなかったら・・・
図書室で本を借りてみませんか？　相互貸借制度により県内各図書館（室）からご希望の本を取り寄せします。

見たいTVがなかったら・・・出かける用事がなかったら・・・
図書室で本を借りてみませんか？　相互貸借制度により県内各図書館（室）からご希望の本を取り寄せします。

【町民文化祭開催のお知らせ】♪音楽芸能発表会♪【町民文化祭開催のお知らせ】♪音楽芸能発表会♪
２０１８年以来５年ぶりに音楽芸能発表会が開催されます。
文化協会加盟７団体の皆さまが、日頃の練習成果を発表します。歌や踊り、楽器演奏などの多彩なステー
ジです。ぜひお越しください！
●日　時　１０月１５日（日）午後１時３０分開会
●場　所　下仁田町文化ホール
●入　場　無料
●参加団体　コーラス：同響会・童謡を歌う会
　　　　　　大正琴：琴夏会・琴秋会
　　　　　　舞　踊：裕仁会
　　　　　　太　鼓：下仁田荒船太鼓
　　　　　　フラダンス：フレアイ・フラ・アロハ

☆作品展示会☆☆作品展示会☆
１１月１８日（土）～２０日（月）の３日間、文化協会加盟団体の皆さまが制作した作品や成人教室の作
品等、様々な作品が文化ホールに展示されます。見ているだけで心が和む作品や、素晴らしい作品がたく
さんありますので、ぜひご来場ください。
詳細な時間等は来月の公民館だよりにてお知らせします。
～個人作品募集～
文化協会会員の方は、所属する各団体の代表者にお申し込みください。その他個人で出品される方は、１
０月２７日（金）までに下仁田町公民館へお申し込みください。申込書は下仁田町公民館にあります。な
お、出品は原則　ひとり１種目１点まで　とします。
※今年度の下仁田町公民館主催の各成人教室で作成した作品も出品できます。ご出展お待ちしておりま
す。（トールペイント・竹細工・エコクラフトなど）

皆様のご来場をお待ちしています！
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報しもにた



　
好
評
に
つ
き
、今
年
度
2
回
目
の

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
す
！

●
日
時
　
10
月
31
日（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
内
容
　
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
講
師
　
き
ら
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

講
師
　
深
澤
　
美
佐
子
　
さ
ん

●
対
象
　
首
が
す
わ
る
4
か
月
ご
ろ

か
ら
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の
母

親●
持
ち
物
　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲
み

物※
動
き
や
す
い
服
装（
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
親
子
と
も
に
裸
足
に
な
り

ま
す
。

●
定
員
　
５
〜
６
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、10
月
27
日

（
金
）ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　
☎
82
―
5
4
9
0

援
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
林
業
者

②
町
内
に
事
業
所
を
置
き
農
林
業
を

行
う
法
人

●
支
給
要
件

令
和
4
年
分
の
税
申
告
（
確
定
申
告

等
）
を
し
て
い
て
事
業
収
入
が

1
0
0
万
円
以
上
あ
る
方

●
給
付
額

機
器
・
設
備
入
替
購
入
費
の
50
％（
上

限
10
万
円
　
1
回
の
み
）

対
象
期
間
内
に
機
器
・
設
備
の
更
新

を
行
っ
た
方
で
、
買
替
え
購
入
を
し

た
未
使
用
品
（
新
品
）
が
対
象
。

※
汎
用
性
の
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
パ

ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
は
対
象
外
。

●
申
請
書
入
手
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
農
林
課
、
下

仁
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
申
請
書
を
取

得
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
添
付

書
類
を
添
え
て
、
申
請
先
へ
持
参
も

し
く
は
郵
送
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

●
申
請
期
限

令
和
５
年
12
月
25
日
（
月
）
ま
で

●
申
請
先

〒
3
7
0
―
2
6
0
1
　

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
6
8
2

下
仁
田
町
役
場
農
林
課
宛

午
後
3
時
ま
で

●
会
場
　
富
岡
公
民
館
（
富
岡
市

富
岡
1
7
7
5
―
2
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
富
岡
簡
易

裁
判
所
（
☎
62
―
2
2
5
8
）

※
相
談
会
開
催
日
以
外
で
も
平
日

は
、
裁
判
所
で
手
続
き
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
」
な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
心
配
ご
と
相
談

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

10
月
３
日
・
11
月
７
日
　
午
前
９

時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
　

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

と
、②
設
置
先
に
固
定
電
話
が
あ
る

こ
と
、③
当
選
後
に
群
馬
県
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
こ
と
、④

転
売
を
し
な
い
こ
と

●
応
募
方
法
　
①
特
設
サ
イ
ト
か
ら

応
募
、②
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ

で
応
募

※
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
の
場
合

は
、「
ク
イ
ズ
（
問
題
）
の
答
え
」「
応

募
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
設
置
者
と
の
関
係
（
続
柄
）」

「
設
置
者
の
氏
名
・
住
所
・
固
定
電

話
の
電
話
番
号
・
年
齢
」「
送
付
先
の

希
望
（
応
募
者
、ま
た
は
、
設
置
者
）」

を
明
記
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ（
問
題
）　
特
殊
詐
欺
対
策

に
効
果
的
な
工
夫
は
ど
れ
？

①
お
椀（
わ
ん
）を
船
に
す
る

②
針
を
剣
に
す
る

③
箸（
は
し
）を
櫂（
か
い
）に
す
る

④
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
を
設

置
す
る

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
０
―
０
０
１
８
　
群
馬
県

高
崎
市
新
保
町
１
３
９
―
１

株
式
会
社
中
広（
チ
ュ
ウ
コ
ウ
）内「
群

馬
県
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
」

☎
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
３

℻
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
８

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特

殊
詐
欺
被
害
は
、
県
内
で
も
後
を
絶

た
ず
、
多
く
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
は
一
本
の
電
話
か
ら
は

じ
ま
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
被

害
防
止
に
は
犯
人
か
ら
の
電
話
に
出

な
い
こ
と
が
有
効
で
す
。
固
定
電
話

に
工
事
不
要
で
簡
単
に
設
置
で
き
る

「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」
を
設

置
す
る
と
、
相
手
方
に
録
音
す
る
旨

の
警
告
音
声
を
発
し
て
、
自
宅
の
呼

出
し
音
が
鳴
る
こ
と
か
ら
、
録
音
を

嫌
う
犯
人
は
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う

た
め
、
犯
人
か
ら
の
電
話
が
あ
っ
た
こ

と
さ
え
気
づ
か
ず
に
撃
退
で
き
ま
す
。

　
設
置
先
の
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

群
馬
県
が
厳
重
に
管
理
し
、
本
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間
　
令
和
５
年
９
月
29
日

（
金
）
〜
10
月
31
日
（
火
）（
ハ
ガ
キ

で
応
募
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格
　
①
設
置
者
の
住
所
が

群
馬
県
内
に
あ
る
個
人
で
あ
る
こ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
10
月
16

日
（
月
）、
20
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な

る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
富
岡
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

調
停
手
続
き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
の
貸
借
（
サ
ラ
金
の
返
済
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
、
貸
し
た
お
金

を
返
し
て
も
ら
え
な
い
等
）、
空
き

家
、
賃
料
等
の
不
払
や
不
動
産
の
売

買
な
ど
の
土
地
建
物
の
問
題
、
交
通

事
故
等
の
民
事
上
の
争
い
や
、
遺
産

相
続
、
成
年
後
見
、
夫
婦
、
親
子
、

扶
養
関
係
、
男
女
間
の
も
め
ご
と
等

の
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
で
す
。●
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。●
予
約
は
不
要
で
す
。

●
開
催
日

令
和
5
年
10
月
13
日
（
金
）

●
受
付
時
間
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

団
体
に
お
け
る「
住
生
活
基
本
計
画
」

の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐
震
や
防
災

を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策
定
、

空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
、
調
査
対
象
の
住
戸

に
統
計
調
査
員
が
調
査
書
類
を
配
布

い
た
し
ま
す
。
調
査
へ
の
回
答
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
紙
の
調
査
票

で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

調
査
票
の
記
入
内
容
は
、「
統
計
法
」

に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

統
計
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査

関
係
者
が
調
査
で
知
り
得
た
内
容
を

他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
成
・

分
析
す
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使

用
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、「
統

計
法
」
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
）
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5
（
直
通
）

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
騰

し
て
い
る
燃
料
費
や
光
熱
費
等
の
経

費
削
減
に
つ
な
が
る
省
エ
ネ
対
応
機

器
・
設
備
の
入
れ
替
え
に
対
し
て
支

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
平
成
29
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児
童

●
実
施
場
所
　下
仁
田
小
学
校

●
受
付
時
間

午
後
1
時
〜
1
時
15
分

●
実
施
日
　10
月
16
日
（
月
）

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
人
が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者

宛
に
通
知
済
で
す
。

　
対
象
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭

で
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
教
育
委

員
会
　
学
校
教
育
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

　
総
務
省
統
計
局
（
群
馬
県
・
下

仁
田
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、

全
国
約
３
４
０
万
世
帯
の
方
々
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

調
停
相
談
会

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

新
入
学
予
定
児
健
康
診
断

親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

行
政
相
談

農
林
業
省
エ
ネ
対
策
導
入

支
援
事
業
の
申
請
受
付
中

群
馬
県
か
ら
の
お
し
ら
せ

特設サイトは
こちらから

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

令
和
５
年
度
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
ち
い
さ
な
工
夫
で
サ
ギ
ボ
ウ
シ
」

「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」を

抽
選
で
１
，０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
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好
評
に
つ
き
、今
年
度
2
回
目
の

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
す
！

●
日
時
　
10
月
31
日（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

大
会
議
室

●
内
容
　
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
講
師
　
き
ら
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

講
師
　
深
澤
　
美
佐
子
　
さ
ん

●
対
象
　
首
が
す
わ
る
4
か
月
ご
ろ

か
ら
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
そ
の
母

親●
持
ち
物
　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、飲
み

物※
動
き
や
す
い
服
装（
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
親
子
と
も
に
裸
足
に
な
り

ま
す
。

●
定
員
　
５
〜
６
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、10
月
27
日

（
金
）ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　
☎
82
―
5
4
9
0

援
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
林
業
者

②
町
内
に
事
業
所
を
置
き
農
林
業
を

行
う
法
人

●
支
給
要
件

令
和
4
年
分
の
税
申
告
（
確
定
申
告

等
）
を
し
て
い
て
事
業
収
入
が

1
0
0
万
円
以
上
あ
る
方

●
給
付
額

機
器
・
設
備
入
替
購
入
費
の
50
％（
上

限
10
万
円
　
1
回
の
み
）

対
象
期
間
内
に
機
器
・
設
備
の
更
新

を
行
っ
た
方
で
、
買
替
え
購
入
を
し

た
未
使
用
品
（
新
品
）
が
対
象
。

※
汎
用
性
の
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
パ

ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
は
対
象
外
。

●
申
請
書
入
手
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
農
林
課
、
下

仁
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
申
請
書
を
取

得
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
添
付

書
類
を
添
え
て
、
申
請
先
へ
持
参
も

し
く
は
郵
送
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

●
申
請
期
限

令
和
５
年
12
月
25
日
（
月
）
ま
で

●
申
請
先

〒
3
7
0
―
2
6
0
1
　

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
6
8
2

下
仁
田
町
役
場
農
林
課
宛

午
後
3
時
ま
で

●
会
場
　
富
岡
公
民
館
（
富
岡
市

富
岡
1
7
7
5
―
2
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
富
岡
簡
易

裁
判
所
（
☎
62
―
2
2
5
8
）

※
相
談
会
開
催
日
以
外
で
も
平
日

は
、
裁
判
所
で
手
続
き
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
」
な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
心
配
ご
と
相
談

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

10
月
３
日
・
11
月
７
日
　
午
前
９

時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
　

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

お知らせ版お知らせ版
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■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

と
、②
設
置
先
に
固
定
電
話
が
あ
る

こ
と
、③
当
選
後
に
群
馬
県
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
こ
と
、④

転
売
を
し
な
い
こ
と

●
応
募
方
法
　
①
特
設
サ
イ
ト
か
ら

応
募
、②
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ

で
応
募

※
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
の
場
合

は
、「
ク
イ
ズ
（
問
題
）
の
答
え
」「
応

募
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
設
置
者
と
の
関
係
（
続
柄
）」

「
設
置
者
の
氏
名
・
住
所
・
固
定
電

話
の
電
話
番
号
・
年
齢
」「
送
付
先
の

希
望
（
応
募
者
、ま
た
は
、
設
置
者
）」

を
明
記
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ（
問
題
）　
特
殊
詐
欺
対
策

に
効
果
的
な
工
夫
は
ど
れ
？

①
お
椀（
わ
ん
）を
船
に
す
る

②
針
を
剣
に
す
る

③
箸（
は
し
）を
櫂（
か
い
）に
す
る

④
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
を
設

置
す
る

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
０
―
０
０
１
８
　
群
馬
県

高
崎
市
新
保
町
１
３
９
―
１

株
式
会
社
中
広（
チ
ュ
ウ
コ
ウ
）内「
群

馬
県
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
」

☎
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
３

℻
０
２
７
―
３
５
３
―
８
７
１
８

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特

殊
詐
欺
被
害
は
、
県
内
で
も
後
を
絶

た
ず
、
多
く
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
は
一
本
の
電
話
か
ら
は

じ
ま
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
被

害
防
止
に
は
犯
人
か
ら
の
電
話
に
出

な
い
こ
と
が
有
効
で
す
。
固
定
電
話

に
工
事
不
要
で
簡
単
に
設
置
で
き
る

「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」
を
設

置
す
る
と
、
相
手
方
に
録
音
す
る
旨

の
警
告
音
声
を
発
し
て
、
自
宅
の
呼

出
し
音
が
鳴
る
こ
と
か
ら
、
録
音
を

嫌
う
犯
人
は
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う

た
め
、
犯
人
か
ら
の
電
話
が
あ
っ
た
こ

と
さ
え
気
づ
か
ず
に
撃
退
で
き
ま
す
。

　
設
置
先
の
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

群
馬
県
が
厳
重
に
管
理
し
、
本
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間
　
令
和
５
年
９
月
29
日

（
金
）
〜
10
月
31
日
（
火
）（
ハ
ガ
キ

で
応
募
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格
　
①
設
置
者
の
住
所
が

群
馬
県
内
に
あ
る
個
人
で
あ
る
こ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
10
月
16

日
（
月
）、
20
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な

る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
富
岡
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

調
停
手
続
き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
の
貸
借
（
サ
ラ
金
の
返
済
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
、
貸
し
た
お
金

を
返
し
て
も
ら
え
な
い
等
）、
空
き

家
、
賃
料
等
の
不
払
や
不
動
産
の
売

買
な
ど
の
土
地
建
物
の
問
題
、
交
通

事
故
等
の
民
事
上
の
争
い
や
、
遺
産

相
続
、
成
年
後
見
、
夫
婦
、
親
子
、

扶
養
関
係
、
男
女
間
の
も
め
ご
と
等

の
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
は
無
料
で
す
。●
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。●
予
約
は
不
要
で
す
。

●
開
催
日

令
和
5
年
10
月
13
日
（
金
）

●
受
付
時
間
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

団
体
に
お
け
る「
住
生
活
基
本
計
画
」

の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐
震
や
防
災

を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策
定
、

空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
、
調
査
対
象
の
住
戸

に
統
計
調
査
員
が
調
査
書
類
を
配
布

い
た
し
ま
す
。
調
査
へ
の
回
答
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
紙
の
調
査
票

で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

調
査
票
の
記
入
内
容
は
、「
統
計
法
」

に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

統
計
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査

関
係
者
が
調
査
で
知
り
得
た
内
容
を

他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
成
・

分
析
す
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使

用
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、「
統

計
法
」
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
）
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
8
8
0
5
（
直
通
）

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
高
騰

し
て
い
る
燃
料
費
や
光
熱
費
等
の
経

費
削
減
に
つ
な
が
る
省
エ
ネ
対
応
機

器
・
設
備
の
入
れ
替
え
に
対
し
て
支

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
児
　
平
成
29
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児
童

●
実
施
場
所
　下
仁
田
小
学
校

●
受
付
時
間

午
後
1
時
〜
1
時
15
分

●
実
施
日
　10
月
16
日
（
月
）

※
当
日
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
人
が
必
ず
付
き
添
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者

宛
に
通
知
済
で
す
。

　
対
象
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭

で
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
教
育
委

員
会
　
学
校
教
育
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

　
総
務
省
統
計
局
（
群
馬
県
・
下

仁
田
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、

全
国
約
３
４
０
万
世
帯
の
方
々
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

調
停
相
談
会

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

新
入
学
予
定
児
健
康
診
断

親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

行
政
相
談

農
林
業
省
エ
ネ
対
策
導
入

支
援
事
業
の
申
請
受
付
中

群
馬
県
か
ら
の
お
し
ら
せ

特設サイトは
こちらから

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

令
和
５
年
度
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
ち
い
さ
な
工
夫
で
サ
ギ
ボ
ウ
シ
」

「
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装
置
」を

抽
選
で
１
，０
０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
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☎
82
―
５
３
４
５

●
荒
船
風
穴

荒
船
風
穴
見
学
者
に
世
界
遺
産
登

録
記
念
絵
葉
書
セ
ッ
ト
・
オ
リ
ジ
ナ

ル
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
期
間

10
月
28
日（
土
）〜
10
月
29
日（
日
）

○
利
用
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

●
下
仁
田
町
自
然
史
館

○
入
館
料
無
料

○
利
用
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

●
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

○
使
用
料
無
料（
要
予
約
）

○
利
用
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
２
面
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
１
面
）※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ナ
イ

タ
ー
設
備
あ
り

○
問
い
合
わ
せ

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

☎
84
―
３
１
８
０

利
用
者
多
数
の
場
合
は
時
間
等
の
調

け
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
県
内
事
業
所
に
勤
務
す

る
労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事
業
主

●
対
象
事
案
　
解
雇
・
雇
止
め
・
配

置
転
換
・
懲
戒
処
分
・
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
に
関
す
る
紛
争

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
　

群
馬
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

26
階
）

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
7
8
3

不
正
軽
油
１
１
０
番
　
皆
さ
ま
か
ら

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て

い
ま
す

例
え
ば
…

●
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両

に
、
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
を
給
油

し
て
い
る
。

●
廃
工
場
や
空
き
倉
庫
な
ど
で
、
早

朝
や
深
夜
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
出

入
り
し
て
い
る
。

な
ど
、
不
正
軽
油
で
あ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
も
と

に
調
査
を
進
め
、
脱
税
と
認
め
ら
れ

れ
ば
適
正
な
課
税
処
分
等
を
行
い
ま

す
。皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
が
、
不

正
軽
油
撲
滅
へ
の
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。

整
あ
り

●
ほ
た
る
山
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
区
画
料
無
料

（
要
予
約
）

※
コ
ン
ロ
や
鉄
板
等
の
道
具
、炭
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

ほ
た
る
山
公
園
管
理
棟

☎
82
―
６
２
２
２

●
下
仁
田
　
荒
船
の
湯

○
入
館
料
割
引

大
人
9
0
0
円
↓
8
0
0
円
　
　

子
ど
も
4
5
0
円
↓
3
5
0
円

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
荒
船
の
湯

☎
67
―
５
５
７
７

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
個

人
と
事
業
主
の
、
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
（
個
人
的
労
使
紛

争
）
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　
経
験
豊
か
な
あ
っ
せ
ん
員
が
両
者

の
間
に
立
っ
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
目
指
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
労
働
委
員
会
は

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
は
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
・
富
岡
地
区
農

業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に
就
農

さ
れ
る
方
や
、
既
に
生
産
さ
れ
て
い
る

方
で
他
の
品
目
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。希
望

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
　
10
月
15
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
　
受
付

●
場
所
　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
　
下
仁
田

営
農
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
営
農
部
　

☎
64
―
２
５
５
１

富
岡
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
　

☎
63
―
６
７
１
１

　
10
月
28
日（
土
）の
県
民
の
日
に
伴

い
、町
内
に
あ
る
以
下
の
施
設
で
記
念

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、各
施
設
ま
た
は
担

当
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
下
仁
田
町
歴
史
館

○
入
館
料
無
料

○
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

確
認
し
よ
う
最
低
賃
金
！

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室

（
☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
7
）

又
は
群
馬
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
不
正
軽
油
１
１
０
番
　

☎
0
2
7
―
２
３
１
―
２
８
０
１

℻
０
２
７
―
２
３
１
―
２
８
０
９

E-m
ail 

m
aegyou@

pref.gunm
a.lg.jp

ぐ
ん
ま
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
は
、

ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
で
24
時
間
受
付
！

情
報
提
供
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

群
馬
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
時
間
額
　
9
3
5
円

　  

令
和
5
年
10
月
5
日
よ
り
改
正

就
農・営
農
相
談
会

開
催
に
つ
い
て

〜
10
月
28
日
は
県
民
の
日
で
す
〜

〜
群
馬
県
最
低
賃
金
が

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た
〜

労
働
委
員
会
が
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
で
す

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

ウエルシア下仁田店

大井田薬局下仁田本店

下仁田調剤薬局 【不正軽油
通報フォーム】

「
新
刊
図
書
情
報
」

8
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

著者名

佐伯泰英

藤井邦夫

上田秀人

市川沙央

原田ひ香

マイケル・ボンド

ずいの

桐野夏生

岡本さとる

瀬尾まいこ

たかぎなおこ

岡本さとる

岡本さとる

著者名

岡本さとる

岡本さとる

和田はつ子

和田はつ子

和田はつ子

和田はつ子

重松清

近藤史恵

井上雄彦

遠越段

髙田郁

書名

柳橋の桜3　二枚の絵

日暮左近事件帖16　はぐれ狩り

勘定侍柳生真剣勝負7　旅路

ハンチバック

図書館のお夜食

パディントンのぼうけん

税金で買った本8

もっと悪い妻

居酒屋お夏春夏秋冬7　明日の夕餉

私たちの世代は

おかあさんライフ。毎日一緒におさんぽ編

八丁堀強妻物語

八丁堀強妻物語2　銀の玉簪

書名

八丁堀強妻物語3　隠密夫婦

仕立屋お竜4　父子船

花人始末1　出会いはすみれ

花人始末2　菊香の夢

花人始末3　恋あさがお

花人始末4　椿の花嫁

カモナマイハウス

ホテル・カイザリン

怪物

スラムダンク１～5

時代を超える！スラムダンク論語

あきない世傅金と銀 特別巻上 契り橋

佐野昌著/
坂本裕二脚本

※夜間（午後７時まで）薬局と連絡を取りたい場合、休日は
当番薬局へ、平日は「かかりつけ薬局」へお願いします。
下仁田厚生病院　　　 ☎82─３５５５
公立富岡総合病院　　 ☎63─２１１１
医師会休日診療所　　 ☎64─１９３９
口腔保健センター　　 ☎62─１７０６
公立七日市病院　　　 ☎62─５１００
ウエルシア下仁田店　  ☎60─３８８６　 ℻60─３８８７
大井田薬局下仁田本店　☎82─３２２７　 ℻82─３４７５
下仁田調剤薬局　　　  ☎70─３５３５　 ℻70─３５３６

薬剤師会休日・夜間当番表

10 月

8

22

12

26

11 月

19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 18広
報しもにた



■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

☎
82
―
５
３
４
５

●
荒
船
風
穴

荒
船
風
穴
見
学
者
に
世
界
遺
産
登

録
記
念
絵
葉
書
セ
ッ
ト
・
オ
リ
ジ
ナ

ル
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
期
間

10
月
28
日（
土
）〜
10
月
29
日（
日
）

○
利
用
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５

●
下
仁
田
町
自
然
史
館

○
入
館
料
無
料

○
利
用
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

●
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

○
使
用
料
無
料（
要
予
約
）

○
利
用
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
２
面
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
１
面
）※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ナ
イ

タ
ー
設
備
あ
り

○
問
い
合
わ
せ

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

☎
84
―
３
１
８
０

利
用
者
多
数
の
場
合
は
時
間
等
の
調

け
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
県
内
事
業
所
に
勤
務
す

る
労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事
業
主

●
対
象
事
案
　
解
雇
・
雇
止
め
・
配

置
転
換
・
懲
戒
処
分
・
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
に
関
す
る
紛
争

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
　

群
馬
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

26
階
）

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
7
8
3

不
正
軽
油
１
１
０
番
　
皆
さ
ま
か
ら

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て

い
ま
す

例
え
ば
…

●
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両

に
、
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
燃
料
を
給
油

し
て
い
る
。

●
廃
工
場
や
空
き
倉
庫
な
ど
で
、
早

朝
や
深
夜
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
出

入
り
し
て
い
る
。

な
ど
、
不
正
軽
油
で
あ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
も
と

に
調
査
を
進
め
、
脱
税
と
認
め
ら
れ

れ
ば
適
正
な
課
税
処
分
等
を
行
い
ま

す
。皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
が
、
不

正
軽
油
撲
滅
へ
の
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。

整
あ
り

●
ほ
た
る
山
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
区
画
料
無
料

（
要
予
約
）

※
コ
ン
ロ
や
鉄
板
等
の
道
具
、炭
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

ほ
た
る
山
公
園
管
理
棟

☎
82
―
６
２
２
２

●
下
仁
田
　
荒
船
の
湯

○
入
館
料
割
引

大
人
9
0
0
円
↓
8
0
0
円
　
　

子
ど
も
4
5
0
円
↓
3
5
0
円

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
荒
船
の
湯

☎
67
―
５
５
７
７

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
個

人
と
事
業
主
の
、
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
（
個
人
的
労
使
紛

争
）
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　
経
験
豊
か
な
あ
っ
せ
ん
員
が
両
者

の
間
に
立
っ
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
目
指
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
労
働
委
員
会
は

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
は
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
・
富
岡
地
区
農

業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に
就
農

さ
れ
る
方
や
、
既
に
生
産
さ
れ
て
い
る

方
で
他
の
品
目
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。希
望

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
　
10
月
15
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
　
受
付

●
場
所
　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
　
下
仁
田

営
農
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
営
農
部
　

☎
64
―
２
５
５
１

富
岡
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
　

☎
63
―
６
７
１
１

　
10
月
28
日（
土
）の
県
民
の
日
に
伴

い
、町
内
に
あ
る
以
下
の
施
設
で
記
念

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、各
施
設
ま
た
は
担

当
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
下
仁
田
町
歴
史
館

○
入
館
料
無
料

○
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

確
認
し
よ
う
最
低
賃
金
！

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室

（
☎
0
2
7
―
8
9
6
―
4
7
3
7
）

又
は
群
馬
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
不
正
軽
油
１
１
０
番
　

☎
0
2
7
―
２
３
１
―
２
８
０
１

℻
０
２
７
―
２
３
１
―
２
８
０
９
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m
aegyou@

pref.gunm
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ぐ
ん
ま
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
は
、

ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
で
24
時
間
受
付
！

情
報
提
供
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

群
馬
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
時
間
額
　
9
3
5
円

　  

令
和
5
年
10
月
5
日
よ
り
改
正

就
農・営
農
相
談
会

開
催
に
つ
い
て

〜
10
月
28
日
は
県
民
の
日
で
す
〜

〜
群
馬
県
最
低
賃
金
が

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た
〜

労
働
委
員
会
が
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
で
す

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

ウエルシア下仁田店

大井田薬局下仁田本店

下仁田調剤薬局 【不正軽油
通報フォーム】

「
新
刊
図
書
情
報
」

8
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

著者名

佐伯泰英

藤井邦夫

上田秀人

市川沙央

原田ひ香

マイケル・ボンド

ずいの

桐野夏生

岡本さとる

瀬尾まいこ

たかぎなおこ

岡本さとる

岡本さとる

著者名

岡本さとる

岡本さとる

和田はつ子

和田はつ子

和田はつ子

和田はつ子

重松清

近藤史恵

井上雄彦

遠越段

髙田郁

書名

柳橋の桜3　二枚の絵

日暮左近事件帖16　はぐれ狩り

勘定侍柳生真剣勝負7　旅路

ハンチバック

図書館のお夜食

パディントンのぼうけん

税金で買った本8

もっと悪い妻

居酒屋お夏春夏秋冬7　明日の夕餉

私たちの世代は

おかあさんライフ。毎日一緒におさんぽ編

八丁堀強妻物語

八丁堀強妻物語2　銀の玉簪

書名

八丁堀強妻物語3　隠密夫婦

仕立屋お竜4　父子船

花人始末1　出会いはすみれ

花人始末2　菊香の夢

花人始末3　恋あさがお

花人始末4　椿の花嫁

カモナマイハウス

ホテル・カイザリン

怪物

スラムダンク１～5

時代を超える！スラムダンク論語

あきない世傅金と銀 特別巻上 契り橋

佐野昌著/
坂本裕二脚本

※夜間（午後７時まで）薬局と連絡を取りたい場合、休日は
当番薬局へ、平日は「かかりつけ薬局」へお願いします。
下仁田厚生病院　　　 ☎82─３５５５
公立富岡総合病院　　 ☎63─２１１１
医師会休日診療所　　 ☎64─１９３９
口腔保健センター　　 ☎62─１７０６
公立七日市病院　　　 ☎62─５１００
ウエルシア下仁田店　  ☎60─３８８６　 ℻60─３８８７
大井田薬局下仁田本店　☎82─３２２７　 ℻82─３４７５
下仁田調剤薬局　　　  ☎70─３５３５　 ℻70─３５３６

薬剤師会休日・夜間当番表

10 月

8

22

12

26

11 月
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
７
月
26
日
、非
核
平
和
行
進
が
下
仁

田
町
役
場
を
訪
問
し
、「
核
も
戦
争
も

な
い
平
和
な
21
世
紀
を
築
く
た
め
の
要

請
書
」が
手
渡
さ
れ
町
長
、議
会
議
長
、

教
育
長
が
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
非
核
平
和
行
進
は
、２
０
２
０

年
度
か
ら
３
年
間
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
任
の
エ
リ
ー
ゼ
先
生
に
代
わ

り
、
中
学
校
に
新
し
い
先
生
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
外
国
語
指
導
助
手

で
、
本
場
の
英
語
や
外
国
文
化
等
を

町
内
の
小
中
学
生
に
伝
え
る
大
切
な

授
業
を
行
い
ま
す
。

　
前
任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
よ
り
あ
い
さ
つ

「
は
じ
め
ま
し
て
。
下
仁
田
中
学
校

に
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
ワ
ン
プ

ラ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
申
し
ま

す
。
ア
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
リ
州
出
身

で
す
。

　
大
学
で
は
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
経
済

を
専
攻
し
、
日
本
に
来
る
前
に
三
年

間
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
語
は
難
し
い
で
す
が
、
が
ん
ば

り
ま
す
。
日
本
は
綺
麗
で
、
文
化
が

好
き
で
す
。
下
仁
田
町
は
と
て
も
綺

麗
で
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
趣
味
は
料
理
と
ハ
イ
キ

ン
グ
で
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
に
お
す
す

め
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
」

2
0
2
3
年

群
馬
県
内
非
核
平
和
行
進
激
励

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が

代
わ
り
ま
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
！

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

（
海
外
派
遣
代
替
事
業
）

に
つ
い
て

　
町
で
は
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

国
内
で
英
語
に
た
く
さ
ん
触
れ
ら
れ

る
機
会
を
創
出
し
、
国
際
理
解
と
国

際
協
力
の
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
、
群
馬
県
内
で
の
２
泊
３
日
の

合
宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
８
月
21
日
か
ら
23
日

の
３
日
間
片
品
村
で
行
い
、
21
名
の

生
徒
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
に
つ
い
て

　
生
徒
た
ち
は
４
〜
５
名
で
１
つ
の

グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
各
担
当
の
留
学

生
と
活
動
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
外
国
と
の
食
文
化
の
違
い
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
を
行
い
、
最
終
日
に

は
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
の
感
想
に

つ
い
て

　
生
徒
か
ら
は
「
英
語
を
も
っ
と
話

せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
「
日
常
的

に
英
語
を
使
っ
て
み
た
い
」
と
の
感

想
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
わ

る
と
い
う
体
験
を
経
て
「
自
信
に
つ

な
が
っ
た
」
と
の
感
想
も
あ
り
、
生

徒
が
楽
し
ん
で
英
語
に
触
れ
ら
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
下
仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
を
配
り
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
見
守
り
活
動
に
は
、の
べ
4
3
4
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
か
ら
は「
子
ど
も
と
挨
拶
で
触
れ
あ
う
こ
と
で
、元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」「
町
の
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
、い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
」「
で
き
る
と

き
に
」「
で
き
る
だ
け
」あ
な
た
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82―

2
1
1
5

　
地
域
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
下
仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
を
配
り
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
見
守
り
活
動
に
は
、の
べ
4
3
4
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
か
ら
は「
子
ど
も
と
挨
拶
で
触
れ
あ
う
こ
と
で
、元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」「
町
の
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
、い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
」「
で
き
る
と

き
に
」「
で
き
る
だ
け
」あ
な
た
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82―

2
1
1
5

見
守
り
活
動
へ
の
ご
協
力
、

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

学
校
運
営
協
議
会
か
ら
の
活
動
報
告

●
日
程
　
11
月
12
日（
日
）　
　

雨
天
の
場
合
は
11
月
19
日（
日
）

●
時
間  

午
前
８
時
30
分
開
始

●
会
場
　
馬
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

（
町
外
者
５
名
以
内
登
録
可
能
）

●
申
込
期
限
　
10
月
24
日（
火
）厳
守

※

申
込
方
法
等
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

町
民
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

☎
82―

２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
７
月
26
日
、非
核
平
和
行
進
が
下
仁

田
町
役
場
を
訪
問
し
、「
核
も
戦
争
も

な
い
平
和
な
21
世
紀
を
築
く
た
め
の
要

請
書
」が
手
渡
さ
れ
町
長
、議
会
議
長
、

教
育
長
が
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
非
核
平
和
行
進
は
、２
０
２
０

年
度
か
ら
３
年
間
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
任
の
エ
リ
ー
ゼ
先
生
に
代
わ

り
、
中
学
校
に
新
し
い
先
生
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
外
国
語
指
導
助
手

で
、
本
場
の
英
語
や
外
国
文
化
等
を

町
内
の
小
中
学
生
に
伝
え
る
大
切
な

授
業
を
行
い
ま
す
。

　
前
任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
よ
り
あ
い
さ
つ

「
は
じ
め
ま
し
て
。
下
仁
田
中
学
校

に
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
ワ
ン
プ

ラ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
と
申
し
ま

す
。
ア
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
リ
州
出
身

で
す
。

　
大
学
で
は
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
経
済

を
専
攻
し
、
日
本
に
来
る
前
に
三
年

間
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
語
は
難
し
い
で
す
が
、
が
ん
ば

り
ま
す
。
日
本
は
綺
麗
で
、
文
化
が

好
き
で
す
。
下
仁
田
町
は
と
て
も
綺

麗
で
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
趣
味
は
料
理
と
ハ
イ
キ

ン
グ
で
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
に
お
す
す

め
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
」

2
0
2
3
年

群
馬
県
内
非
核
平
和
行
進
激
励

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
が

代
わ
り
ま
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
！

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

（
海
外
派
遣
代
替
事
業
）

に
つ
い
て

　
町
で
は
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

国
内
で
英
語
に
た
く
さ
ん
触
れ
ら
れ

る
機
会
を
創
出
し
、
国
際
理
解
と
国

際
協
力
の
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
、
群
馬
県
内
で
の
２
泊
３
日
の

合
宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
８
月
21
日
か
ら
23
日

の
３
日
間
片
品
村
で
行
い
、
21
名
の

生
徒
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
に
つ
い
て

　
生
徒
た
ち
は
４
〜
５
名
で
１
つ
の

グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
各
担
当
の
留
学

生
と
活
動
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
外
国
と
の
食
文
化
の
違
い
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
を
行
い
、
最
終
日
に

は
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
の
感
想
に

つ
い
て

　
生
徒
か
ら
は
「
英
語
を
も
っ
と
話

せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
「
日
常
的

に
英
語
を
使
っ
て
み
た
い
」
と
の
感

想
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
わ

る
と
い
う
体
験
を
経
て
「
自
信
に
つ

な
が
っ
た
」
と
の
感
想
も
あ
り
、
生

徒
が
楽
し
ん
で
英
語
に
触
れ
ら
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
下
仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
を
配
り
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
見
守
り
活
動
に
は
、の
べ
4
3
4
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
か
ら
は「
子
ど
も
と
挨
拶
で
触
れ
あ
う
こ
と
で
、元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」「
町
の
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
、い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
」「
で
き
る
と

き
に
」「
で
き
る
だ
け
」あ
な
た
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82―

2
1
1
5

　
地
域
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
下
仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
を
配
り
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
見
守
り
活
動
に
は
、の
べ
4
3
4
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
か
ら
は「
子
ど
も
と
挨
拶
で
触
れ
あ
う
こ
と
で
、元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」「
町
の
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
、い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
」「
で
き
る
と

き
に
」「
で
き
る
だ
け
」あ
な
た
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82―

2
1
1
5

見
守
り
活
動
へ
の
ご
協
力
、

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

学
校
運
営
協
議
会
か
ら
の
活
動
報
告

●
日
程
　
11
月
12
日（
日
）　
　

雨
天
の
場
合
は
11
月
19
日（
日
）

●
時
間  

午
前
８
時
30
分
開
始

●
会
場
　
馬
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

（
町
外
者
５
名
以
内
登
録
可
能
）

●
申
込
期
限
　
10
月
24
日（
火
）厳
守

※

申
込
方
法
等
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

町
民
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

☎
82―

２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）
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令
和
4
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
４
年
度
の
も
の
で

す
。

　
み
な
さ
ん
は
い
じ
め
を
見
た
、も
し
く
は
し
た
、と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
す
か
。こ
の
作
文
を
読
ん
で
い
る
、ま
た

は
見
て
い
る
と
い
う
人
の
中
に
は
、い
じ
め
の
被
害
者
、そ

れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
傍
観
者
、い
じ
め
を
し
て
い

る
加
害
者
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
人
た
ち

に
問
い
ま
す
。い
じ
め
を
さ
れ
て
嬉
し
い
で
す
か
？
い
じ
め

は
面
白
い
で
す
か
？
い
じ
め
て
い
る
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
い
じ
め
は一度
人
を
い
じ
め
る
と
そ
れ
が
癖
に
な
り
、何

度
も
い
じ
め
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
いっ
た
事
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ま
ず
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
で
す
。相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
に

よ
って
相
手
が
ど
ん
な
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
る
か
、ど
ん

な
こ
と
が
嫌
に
感
じ
る
か
な
ど
が
だ
ん
だ
ん
分
か
って
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。な
の
で
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
は
大
切
な
事
で
す
。

　
次
に「
相
手
が
嫌
が
る
こ
と
を
し
な
い
」で
す
。相
手
が

嫌
が
る
姿
を
見
て
、「
次
か
ら
は
気
を
付
け
よ
う
」と
思
う

人
も
い
れ
ば「
も
う
一度
や
っ
た
ら
も
っ
と
驚
く
か
も
！
」と

思
う
人
も
い
ま
す
。こ
う
いっ
た
事
が
い
じ
め
に
つ
な
が
る

の
で
す
。だ
か
ら
自
分
が
し
た
こ
と
で
相
手
が
嫌
が
っ
た
ら

素
直
に
謝
り
ま
し
ょ
う
。そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
許
し
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

　
続
い
て「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
」で
す
。み
な
さ
ん

が
も
し
、い
じ
め
の
現
場
を
見
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
？
そ
れ
と
も
被
害
者
を

助
け
て
あ
げ
る
？
い
じ
め
の
仲
介
に
入
る
と
い
う
こ
と
は

そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
仲
介
に
入
って
自
分
が

い
じ
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」と
不
安
に
な
り
ま
す
よ

ね
、僕
も
き
っ
と
そ
う
な
り
ま
す
。だ
け
ど
見
て
見
ぬ
ふ

り
も
し
た
く
な
い
。こ
ん
な
時
こ
そ
周
り
の
人
に
助
け
を

求
め
て
、一緒
に
被
害
者
を
救
って
あ
げ
ま
し
ょ
う
。そ
う

す
れ
ば一人
の
気
持
ち
を
楽
に
解
放
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。な
の
で
皆
さ
ん
も
勇
気
を
持
って
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
大
切
な
こ
と
と
し
て「
い
じ
め
を
し
な
い
」で

す
。い
じ
め
を
し
て
し
ま
う
と
、す
る
方
も
さ
れ
る
方
も

い
い
気
持
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。先
ほ
ど
も
言
っ
た
通
り
、一

度
い
じ
め
て
し
ま
う
と
、何
度
も
い
じ
め
た
く
な
り
ま

す
。な
の
で
、ま
ず
は
い
じ
め
を
し
な
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
って
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
い
じ
め
は
いい
こ
と
を
何
も
生
み
ま
せ
ん
。生
む
の
は
人

間
関
係
の
崩
壊
で
す
。最
近
は
、い
じ
め
が
原
因
で
自
殺

す
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
時
、い
じ
め
の
加
害

者
は
責
任
を
と
れ
ま
す
か
、こ
う
いっ
た
こ
と
を
二
度
と

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
心
の
相
談
教
室
だ
っ
た
り
、相

談
の
電
話
だ
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　「
あ
っ
今
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」と
思
っ
た
人
は一人
で
抱

え
込
ま
ず
に
ま
ず
は
保
護
者
や
先
生
な
ど
、身
近
な
人

を
頼
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
今
ま
で
モ
ヤ
モ

ヤ
し
て
い
た
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
て
、明
る
く
学
校
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

　
最
後
に
い
じ
め
の
被
害
者
、加
害
者
、傍
観
者
の
み
な

さ
ん
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
い
じ
め
　
ダ
メ
　
絶
対
」

作文
優秀賞

「
い
じ
め 

ダ
メ

絶
対
」

下
仁
田
中
学
校

　二
年

　新
井

　瑛
太

あ
ら
い

ひ
ら
や
な
ぎ

の
ぞ
み

え
い
た

作文
優秀賞

だ
れ
の
た
め
の

駐
車
場
？

下
仁
田
中
学
校

　一年

　平
栁

　望
美

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
デ
パ
ー
ト
で
よ
く
車
い
す
専
用

の
駐
車
場
を
見
か
け
る
。私
は
、入
口
に
近
く
て
正
直
ズ

ル
い
な
と
思
って
し
ま
って
い
た
。

　
し
か
し
、あ
る
日
そ
の
駐
車
場
が
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
す
ご
く
混
ん
で
い
た
。車
を
と
め
ら
れ
る
場
所

が
な
く
て
困
っ
て
い
た
。私
は
、あ
る
光
景
が
目
に
入
っ

た
。車
い
す
専
用
の
駐
車
場
に
車
が一台
も
と
ま
って
い
な

か
っ
た
の
だ
。私
は
、疑
問
に
思
っ
て一緒
に
車
に
乗
っ
て
い

た
母
親
に
聞
い
て
み
た
。母
は
、「
も
し
、あ
の
駐
車
場
に

車
が
と
ま
って
い
て
、車
い
す
の
人
が
と
め
ら
れ
な
か
っ
た

ら
ど
う
す
る
？
」と
言
っ
た
。私
は
考
え
た
。車
い
す
の
方

が
乗
っ
て
い
る
車
は
、乗
り
降
り
が
大
変
だ
か
ら
ほ
か
の

車
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
。

　
そ
の
後
、私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
駐
車
場
が
あ
る
理

由
を
調
べ
て
み
た
。す
る
と
、そ
の
駐
車
場
は「
障
が
い
者

専
用
駐
車
場
」と
い
う
も
の
で
、そ
れ
に
は
、た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
ず
一つ
目
は
、「
幅
」だ
。私
の
お
母
さ
ん
は
た
ま
に

「
こ
こ
の
駐
車
場
せ
ま
い
な
ぁ
」と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。も
し
障
が
い
者
専
用
駐
車
場
が
あ
い
て
お
ら
ず
一般

的
な
駐
車
場
に
と
め
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。幅
が

せ
ま
く
、乗
り
降
り
に
困
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。こ
の
工

夫
は
、車
い
す
の
人
に
と
って
も
、介
護
す
る
人
な
ど
に
も

と
て
も
大
切
な
工
夫
だ
と
思
っ
た
。

　
二
つ
目
は
、出
入
口
の
近
く
に
設
置
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。も
し
、距
離
が
出
入
口
が
遠
か
っ
た
ら
途
中
に
あ

る
段
差
な
ど
に
つっ
か
か
って
し
ま
って
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
可
能
性
だ
って
、考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、も
し
必

要
も
な
い
人
が
、「
出
入
口
に
近
い
か
ら
」。「
す
ぐ
戻
って

こ
れ
る
か
ら
。」と
いっ
た
理
由
で
障
が
い
者
専
用
駐
車
場

に
駐
車
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。本
来
必
要
と

す
る
人
々
に
迷
惑
が
か
か
って
し
ま
う
。な
の
で一般
の
人

は
、障
が
い
者
専
用
駐
車
場
で
は
な
く
一般
の
駐
車
場
に

駐
車
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。

　
小
学
生
の
時
に
、あ
る
体
験
を
し
た
。そ
れ
は
、車
い

す
な
ど
の
障
が
い
者
の
体
験
だ
。私
は
最
初
、車
い
す
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
だ
と
持
って
い
た
。ス
ピ
ー
ド
を
出
せ

る
か
ら
、と
。し
か
し
そ
の
気
持
ち
は
こ
の
体
験
を
し
て

か
ら
変
わ
っ
た
。車
い
す
に
乗
る
と
、少
し
の
段
差
も
誰

か
に
押
し
て
も
ら
わ
な
い
と
進
め
な
か
っ
た
り
、ゆ
る
や

か
な
坂
道
で
も
力
を
入
れ
な
い
と
全
く
進
ま
な
か
っ
た
。

私
は
、急
に
今
ま
で
の
考
え
が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
っ

た
。そ
し
て
、車
い
す
の
方
々
に
謝
り
た
く
な
っ
た
。今
歩

け
て
い
る
の
が「
あ
た
り
前
」で
は
な
い
。だ
か
ら
、そ
の
駐

車
場
を
気
に
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　
し
か
し
、何
度
も
そ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て

専
用
駐
車
場
を
見
て
い
る
と
、車
に
シ
ー
ル
が
つい
て
お
ら

ず
、ど
う
見
て
も
障
が
い
者
で
は
無
い
人
が
と
め
て
い
た
。

で
も
、誰
も
声
を
か
け
て
い
な
か
っ
た
。私
も
声
を
か
け

な
か
っ
た
。で
も
少
し
た
って
見
た
目
で
判
断
す
る
の
は
よ

く
な
い
か
と
思
っ
た
が
車
に
入
っ
て
いっ
た
の
は
、普
通
の

人
だ
っ
た
。私
は
、今
に
な
って
後
悔
し
た
。で
も
、今
は
工

夫
を
知
っ
た
り
、車
い
す
の
方
の
苦
労
を
知
っ
た
。多
分
今

で
は
、声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
障
が
い
者
専
用
駐
車
場
が
な
ぜ
あ
る
の
か
、だ
れ
の
た

め
に
あ
る
も
の
か
を
考
え
て
、障
が
い
者
の
人
が
よ
り
生

き
や
す
い
社
会
に
な
って
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

人権尊重作品人権尊重作品

はやし りん

声かけが
　　世界を変えるよ
　　　　　　一瞬で

下仁田小学校　3年　　林　麟

人権標語
優秀賞

よしざわ りくと

温めよう
　　相手の心と
　　　　自分の心

下仁田小学校　3年　　吉澤　陸斗

人権標語
優秀賞
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令
和
4
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
４
年
度
の
も
の
で

す
。

　
み
な
さ
ん
は
い
じ
め
を
見
た
、も
し
く
は
し
た
、と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
す
か
。こ
の
作
文
を
読
ん
で
い
る
、ま
た

は
見
て
い
る
と
い
う
人
の
中
に
は
、い
じ
め
の
被
害
者
、そ

れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
傍
観
者
、い
じ
め
を
し
て
い

る
加
害
者
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
人
た
ち

に
問
い
ま
す
。い
じ
め
を
さ
れ
て
嬉
し
い
で
す
か
？
い
じ
め

は
面
白
い
で
す
か
？
い
じ
め
て
い
る
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
い
じ
め
は一度
人
を
い
じ
め
る
と
そ
れ
が
癖
に
な
り
、何

度
も
い
じ
め
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
いっ
た
事
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ま
ず
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
で
す
。相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
に

よ
って
相
手
が
ど
ん
な
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
る
か
、ど
ん

な
こ
と
が
嫌
に
感
じ
る
か
な
ど
が
だ
ん
だ
ん
分
か
って
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。な
の
で
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
は
大
切
な
事
で
す
。

　
次
に「
相
手
が
嫌
が
る
こ
と
を
し
な
い
」で
す
。相
手
が

嫌
が
る
姿
を
見
て
、「
次
か
ら
は
気
を
付
け
よ
う
」と
思
う

人
も
い
れ
ば「
も
う
一度
や
っ
た
ら
も
っ
と
驚
く
か
も
！
」と

思
う
人
も
い
ま
す
。こ
う
いっ
た
事
が
い
じ
め
に
つ
な
が
る

の
で
す
。だ
か
ら
自
分
が
し
た
こ
と
で
相
手
が
嫌
が
っ
た
ら

素
直
に
謝
り
ま
し
ょ
う
。そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
許
し
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

　
続
い
て「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
」で
す
。み
な
さ
ん

が
も
し
、い
じ
め
の
現
場
を
見
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
、見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
？
そ
れ
と
も
被
害
者
を

助
け
て
あ
げ
る
？
い
じ
め
の
仲
介
に
入
る
と
い
う
こ
と
は

そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
仲
介
に
入
って
自
分
が

い
じ
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」と
不
安
に
な
り
ま
す
よ

ね
、僕
も
き
っ
と
そ
う
な
り
ま
す
。だ
け
ど
見
て
見
ぬ
ふ

り
も
し
た
く
な
い
。こ
ん
な
時
こ
そ
周
り
の
人
に
助
け
を

求
め
て
、一緒
に
被
害
者
を
救
って
あ
げ
ま
し
ょ
う
。そ
う

す
れ
ば一人
の
気
持
ち
を
楽
に
解
放
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。な
の
で
皆
さ
ん
も
勇
気
を
持
って
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
大
切
な
こ
と
と
し
て「
い
じ
め
を
し
な
い
」で

す
。い
じ
め
を
し
て
し
ま
う
と
、す
る
方
も
さ
れ
る
方
も

い
い
気
持
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。先
ほ
ど
も
言
っ
た
通
り
、一

度
い
じ
め
て
し
ま
う
と
、何
度
も
い
じ
め
た
く
な
り
ま

す
。な
の
で
、ま
ず
は
い
じ
め
を
し
な
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
って
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
い
じ
め
は
いい
こ
と
を
何
も
生
み
ま
せ
ん
。生
む
の
は
人

間
関
係
の
崩
壊
で
す
。最
近
は
、い
じ
め
が
原
因
で
自
殺

す
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
時
、い
じ
め
の
加
害

者
は
責
任
を
と
れ
ま
す
か
、こ
う
いっ
た
こ
と
を
二
度
と

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
心
の
相
談
教
室
だ
っ
た
り
、相

談
の
電
話
だ
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　「
あ
っ
今
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」と
思
っ
た
人
は一人
で
抱

え
込
ま
ず
に
ま
ず
は
保
護
者
や
先
生
な
ど
、身
近
な
人

を
頼
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
今
ま
で
モ
ヤ
モ

ヤ
し
て
い
た
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
て
、明
る
く
学
校
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

　
最
後
に
い
じ
め
の
被
害
者
、加
害
者
、傍
観
者
の
み
な

さ
ん
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
い
じ
め
　
ダ
メ
　
絶
対
」

作文
優秀賞

「
い
じ
め 

ダ
メ

絶
対
」

下
仁
田
中
学
校

　二
年

　新
井

　瑛
太

あ
ら
い

ひ
ら
や
な
ぎ

の
ぞ
み

え
い
た

作文
優秀賞

だ
れ
の
た
め
の

駐
車
場
？

下
仁
田
中
学
校

　一年

　平
栁

　望
美

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
デ
パ
ー
ト
で
よ
く
車
い
す
専
用

の
駐
車
場
を
見
か
け
る
。私
は
、入
口
に
近
く
て
正
直
ズ

ル
い
な
と
思
って
し
ま
って
い
た
。

　
し
か
し
、あ
る
日
そ
の
駐
車
場
が
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
す
ご
く
混
ん
で
い
た
。車
を
と
め
ら
れ
る
場
所

が
な
く
て
困
っ
て
い
た
。私
は
、あ
る
光
景
が
目
に
入
っ

た
。車
い
す
専
用
の
駐
車
場
に
車
が一台
も
と
ま
って
い
な

か
っ
た
の
だ
。私
は
、疑
問
に
思
っ
て一緒
に
車
に
乗
っ
て
い

た
母
親
に
聞
い
て
み
た
。母
は
、「
も
し
、あ
の
駐
車
場
に

車
が
と
ま
って
い
て
、車
い
す
の
人
が
と
め
ら
れ
な
か
っ
た

ら
ど
う
す
る
？
」と
言
っ
た
。私
は
考
え
た
。車
い
す
の
方

が
乗
っ
て
い
る
車
は
、乗
り
降
り
が
大
変
だ
か
ら
ほ
か
の

車
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
。

　
そ
の
後
、私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
駐
車
場
が
あ
る
理

由
を
調
べ
て
み
た
。す
る
と
、そ
の
駐
車
場
は「
障
が
い
者

専
用
駐
車
場
」と
い
う
も
の
で
、そ
れ
に
は
、た
く
さ
ん
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
ず
一つ
目
は
、「
幅
」だ
。私
の
お
母
さ
ん
は
た
ま
に

「
こ
こ
の
駐
車
場
せ
ま
い
な
ぁ
」と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。も
し
障
が
い
者
専
用
駐
車
場
が
あ
い
て
お
ら
ず
一般

的
な
駐
車
場
に
と
め
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。幅
が

せ
ま
く
、乗
り
降
り
に
困
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。こ
の
工

夫
は
、車
い
す
の
人
に
と
って
も
、介
護
す
る
人
な
ど
に
も

と
て
も
大
切
な
工
夫
だ
と
思
っ
た
。

　
二
つ
目
は
、出
入
口
の
近
く
に
設
置
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。も
し
、距
離
が
出
入
口
が
遠
か
っ
た
ら
途
中
に
あ

る
段
差
な
ど
に
つっ
か
か
って
し
ま
って
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
可
能
性
だ
って
、考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、も
し
必

要
も
な
い
人
が
、「
出
入
口
に
近
い
か
ら
」。「
す
ぐ
戻
って

こ
れ
る
か
ら
。」と
いっ
た
理
由
で
障
が
い
者
専
用
駐
車
場

に
駐
車
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。本
来
必
要
と

す
る
人
々
に
迷
惑
が
か
か
って
し
ま
う
。な
の
で一般
の
人

は
、障
が
い
者
専
用
駐
車
場
で
は
な
く
一般
の
駐
車
場
に

駐
車
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。

　
小
学
生
の
時
に
、あ
る
体
験
を
し
た
。そ
れ
は
、車
い

す
な
ど
の
障
が
い
者
の
体
験
だ
。私
は
最
初
、車
い
す
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
だ
と
持
って
い
た
。ス
ピ
ー
ド
を
出
せ

る
か
ら
、と
。し
か
し
そ
の
気
持
ち
は
こ
の
体
験
を
し
て

か
ら
変
わ
っ
た
。車
い
す
に
乗
る
と
、少
し
の
段
差
も
誰

か
に
押
し
て
も
ら
わ
な
い
と
進
め
な
か
っ
た
り
、ゆ
る
や

か
な
坂
道
で
も
力
を
入
れ
な
い
と
全
く
進
ま
な
か
っ
た
。

私
は
、急
に
今
ま
で
の
考
え
が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
っ

た
。そ
し
て
、車
い
す
の
方
々
に
謝
り
た
く
な
っ
た
。今
歩

け
て
い
る
の
が「
あ
た
り
前
」で
は
な
い
。だ
か
ら
、そ
の
駐

車
場
を
気
に
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　
し
か
し
、何
度
も
そ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て

専
用
駐
車
場
を
見
て
い
る
と
、車
に
シ
ー
ル
が
つい
て
お
ら

ず
、ど
う
見
て
も
障
が
い
者
で
は
無
い
人
が
と
め
て
い
た
。

で
も
、誰
も
声
を
か
け
て
い
な
か
っ
た
。私
も
声
を
か
け

な
か
っ
た
。で
も
少
し
た
って
見
た
目
で
判
断
す
る
の
は
よ

く
な
い
か
と
思
っ
た
が
車
に
入
っ
て
いっ
た
の
は
、普
通
の

人
だ
っ
た
。私
は
、今
に
な
って
後
悔
し
た
。で
も
、今
は
工

夫
を
知
っ
た
り
、車
い
す
の
方
の
苦
労
を
知
っ
た
。多
分
今

で
は
、声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
障
が
い
者
専
用
駐
車
場
が
な
ぜ
あ
る
の
か
、だ
れ
の
た

め
に
あ
る
も
の
か
を
考
え
て
、障
が
い
者
の
人
が
よ
り
生

き
や
す
い
社
会
に
な
って
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

人権尊重作品人権尊重作品

はやし りん

声かけが
　　世界を変えるよ
　　　　　　一瞬で

下仁田小学校　3年　　林　麟

人権標語
優秀賞

よしざわ りくと

温めよう
　　相手の心と
　　　　自分の心

下仁田小学校　3年　　吉澤　陸斗

人権標語
優秀賞
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☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　ジオパーク下仁田協議会では下仁田町内にある生き物や無形文化財の魅力を再発見するための
フォーラムを開催します。
　各回にテーマを設けて、話題提供者にお話ししていただき、その話題に沿って参加者同士で意見交
換をし、みんなで埋もれている魅力を探す企画です。ぜひ、ご参加ください。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田の魅力探しフォーラム開催しました

　１０月のジオの日清掃は県立妙義公園駐
車場周辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。

●日　時　10月 20日（金）
　　　　　午前 6時 30分から
●集　合　県立妙義公園駐車場
　　　　　（中之嶽神社駐車場）　
●持ち物　帽子、軍手、長靴など
　　　　　作業しやすい服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

中小坂鉄山シンポジウム
開催

中小坂鉄山シンポジウム
開催

　９月９日（土）文化ホールにて中小坂鉄
山研究会・日本鉄鋼協会による鉄山シンポ
ジウムが行われ、各地から多くの研究者が
集まりました。
　シンポジウムでは中小坂鉄山に関するそ
れぞれの研究者の研究発表が行われ、明治
はじめ日本の近代製鉄の基礎を作った時代
の中小坂鉄山の役割について討論されまし
た。
　また研究発表の中には、ジオパーク学術
奨励金事業で行われた中小坂鉄山の鉄鉱石
のでき方についての研究成果も報告されま
した。

日　時 会　場 テーマ（話題提供者）

第1回

第２回

第３回

文化ホール研修室

文化ホール研修室

文化ホール研修室
時代とともに振り返る諏訪神社
秋季例大祭の歴史
（高橋　友一氏/下町区祭典委員会副若頭）

下仁田の野生動物の現状
（岩井　実氏/下仁田町猟友会)

１0月１3日（金）
　　　19：00～21：00

自然環境から西毛・下仁田の特徴の魅力
（里見　立夫氏/元群馬県立自然史博物館
 学芸課長・下仁田町教育委員会教育長）

１１月１０日（金）
　　　19：00～21：00

１２月８日（金）　　　　
　　　19：00～21：00

※第１回は、台風の影響で日程と会場が変更になっています。

里
見
哲
夫

思
い
出
の
下
仁
田
社
・
群
蚕

思
い
出
の
下
仁
田
社
・
群
蚕

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
し
て
、

私
の
若
い
頃
に
は
「
明
治
は
遠
く
な

り
に
け
り
」
と
言
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
に
な
り
ま

す
と
「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
下
仁
田

に
下
仁
田
社
、
群
蚕
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
製
糸
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
工
場
も

今
は
閉
鎖
・
解
体
さ
れ
ま
し
て
も
う

30
余
年
が
経
過
し
ま
す
の
で
記
憶
に

な
い
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
群
馬
県
は
養
蚕
県

と
し
て
全
国
に
も
知
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
ど
の
時
代
か
ら
養
蚕
が
盛
ん

に
な
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
下

仁
田
も
早
い
頃
か
ら
養
蚕
が
盛
ん

だ
っ
た
よ
う
で
、
１
５
２
１
年
（
戦

国
時
代
）
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か

け
て
絹
市
が
開
か
れ
て
賑
わ
っ
た
と

の
記
録
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
富
岡

製
糸
場
が
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）

に
官
営
製
糸
場
と
し
て
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
荒
船
風
穴
も
年
に
一
度

の
養
蚕
を
数
多
く
飼
育
す
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
を
考
案
し
ま
し
た
庭
屋

静
太
郎
氏
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
の

養
蚕
家
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
こ
れ
ら
富
岡
製
糸

場
を
中
心
と
し
て
世
界
遺
産
に
も
認

定
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

下
仁
田
周
辺
も
養
蚕
が
盛
ん
で
明
治

期
に
下
仁
田
社
が
創
立
を
み
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
製
糸
工
場
と
し
て
町
の

発
展
の
為
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
何

も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
記
録
と
し

て
「
群
蚕
　
１
０
０
年
物
語
　
伊
藤

孝
平
　
２
０
１
７
」
が
あ
り
ま
し
た

の
で
こ
れ
を
参
考
と
し
て
下
仁
田
社
・

群
蚕
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
下
仁
田
周
辺
は
古
く
は

繭
か
ら
各
家
庭
で
糸
を
紡
い
で
い
ま

し
た
が
、
や
が
て
よ
り
効
率
よ
く
良

質
な
生
糸
を
取
る
た
め
に
鏑
川
沿
い

に
数
人
か
ら
数
十
人
の
人
が
「
組
」

を
作
っ
て
よ
り
良
質
の
生
糸
作
り
に

専
念
し
て
き
ま
し
た
。
以
下
そ
の
経

過
を
辿
る
と
共
に
、
大
き
な
業
績
が

あ
っ
た
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
１
８
８
０
年
（
明
治
13
）
周
辺
13

組
合
が
統
合
し
て
富
岡
に
本
社
を
置

い
て
、
下
仁
田
に
北
甘
精
糸
会
社
下

仁
田
出
張
所
を
下
仁
田
１
９
１
番
地

に
置
き
ま
し
た
。

○
１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
馬
山
以

西
の
27
組
合
が
結
成
し
て
下
仁
田
精

糸
合
資
会
社
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

社
長
は
佐
藤
量
平
、
副
社
長
は
斎
藤

正
次
郎
で
良
質
の
糸
の
生
産
に
当
た

り
ま
し
た
。

○
１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
下
仁
田

製
糸
社
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
明
治
期
の
受
賞
暦
は
以
下
の
通
り

で
す
。

◎
１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
褒
賞

◎
１
９
０
０
年
（
明
治
33
）
パ
リ
万

国
大
博
覧
会
銀
牌

◎
１
９
０
３
年
（
明
治
36
）
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
一
等
牌

◎
１
９
０
４
年
（
明
治
37
）
米
国
セ

ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
金
牌

◎
１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
ア
ラ
ス

カ
ユ
ー
コ
ン
太
平
洋
博
覧
会
大
賞

○
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
）
日
本
蚕

糸
製
造
株
式
会
社
下
仁
田
工
場
と
な

り
ま
し
た
。

○
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
群
馬
蚕

糸
製
造
株
式
会
社
下
仁
田
工
場
と
な

り
ま
し
た
。

○
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
多
条
繰

糸
機
か
ら
自
動
繰
糸
機
と
な
っ
て
、

三
井
物
産
株
式
会
社
の
傘
下
と
な
り

ま
し
た
。

○
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
下
仁
田

工
場
・
本
社
を
閉
鎖
し
て
藤
岡
に
移

転
し
ま
し
た
。

○
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）
下
仁
田

工
場
・
事
務
所
を
売
却
し
ま
し
た
。

○
１
９
８
９
年
（
平
成
元
）
解
体
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
に
と
り
ま
し
て
は
大
き

な
企
業
で
し
た
。
１
０
０
年
間
町
発

展
の
為
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た

が
、
つ
い
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。多
く
の
人
々
か
ら「
下
仁
田
社
・

群
蚕
」
と
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
製

糸
工
場
で
し
た
が
、
こ
れ
も
時
代
の

流
れ
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
で
は

養
蚕
農
家
も
次
第
に
数
を
減
ら
し
て
、

つ
い
に
皆
無
の
状
態
と
も
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
永
い
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　
跡
地
は
、Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支

所
・
Ａ
コ
ー
プ
・
駐
車
場
等
々
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　ジオパーク下仁田協議会では下仁田町内にある生き物や無形文化財の魅力を再発見するための
フォーラムを開催します。
　各回にテーマを設けて、話題提供者にお話ししていただき、その話題に沿って参加者同士で意見交
換をし、みんなで埋もれている魅力を探す企画です。ぜひ、ご参加ください。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田の魅力探しフォーラム開催しました

　１０月のジオの日清掃は県立妙義公園駐
車場周辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。

●日　時　10月 20日（金）
　　　　　午前 6時 30分から
●集　合　県立妙義公園駐車場
　　　　　（中之嶽神社駐車場）　
●持ち物　帽子、軍手、長靴など
　　　　　作業しやすい服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

中小坂鉄山シンポジウム
開催

中小坂鉄山シンポジウム
開催

　９月９日（土）文化ホールにて中小坂鉄
山研究会・日本鉄鋼協会による鉄山シンポ
ジウムが行われ、各地から多くの研究者が
集まりました。
　シンポジウムでは中小坂鉄山に関するそ
れぞれの研究者の研究発表が行われ、明治
はじめ日本の近代製鉄の基礎を作った時代
の中小坂鉄山の役割について討論されまし
た。
　また研究発表の中には、ジオパーク学術
奨励金事業で行われた中小坂鉄山の鉄鉱石
のでき方についての研究成果も報告されま
した。

日　時 会　場 テーマ（話題提供者）

第1回

第２回

第３回

文化ホール研修室

文化ホール研修室

文化ホール研修室
時代とともに振り返る諏訪神社
秋季例大祭の歴史
（高橋　友一氏/下町区祭典委員会副若頭）

下仁田の野生動物の現状
（岩井　実氏/下仁田町猟友会)

１0月１3日（金）
　　　19：00～21：00

自然環境から西毛・下仁田の特徴の魅力
（里見　立夫氏/元群馬県立自然史博物館
 学芸課長・下仁田町教育委員会教育長）

１１月１０日（金）
　　　19：00～21：00

１２月８日（金）　　　　
　　　19：00～21：00

※第１回は、台風の影響で日程と会場が変更になっています。

里
見
哲
夫

思
い
出
の
下
仁
田
社
・
群
蚕

思
い
出
の
下
仁
田
社
・
群
蚕

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
し
て
、

私
の
若
い
頃
に
は
「
明
治
は
遠
く
な

り
に
け
り
」
と
言
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
に
な
り
ま

す
と
「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
下
仁
田

に
下
仁
田
社
、
群
蚕
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
製
糸
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
工
場
も

今
は
閉
鎖
・
解
体
さ
れ
ま
し
て
も
う

30
余
年
が
経
過
し
ま
す
の
で
記
憶
に

な
い
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
群
馬
県
は
養
蚕
県

と
し
て
全
国
に
も
知
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
ど
の
時
代
か
ら
養
蚕
が
盛
ん

に
な
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
下

仁
田
も
早
い
頃
か
ら
養
蚕
が
盛
ん

だ
っ
た
よ
う
で
、
１
５
２
１
年
（
戦

国
時
代
）
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か

け
て
絹
市
が
開
か
れ
て
賑
わ
っ
た
と

の
記
録
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
富
岡

製
糸
場
が
１
８
７
２
年
（
明
治
５
）

に
官
営
製
糸
場
と
し
て
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
荒
船
風
穴
も
年
に
一
度

の
養
蚕
を
数
多
く
飼
育
す
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
を
考
案
し
ま
し
た
庭
屋

静
太
郎
氏
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
の

養
蚕
家
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
こ
れ
ら
富
岡
製
糸

場
を
中
心
と
し
て
世
界
遺
産
に
も
認

定
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

下
仁
田
周
辺
も
養
蚕
が
盛
ん
で
明
治

期
に
下
仁
田
社
が
創
立
を
み
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
製
糸
工
場
と
し
て
町
の

発
展
の
為
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
何

も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
記
録
と
し

て
「
群
蚕
　
１
０
０
年
物
語
　
伊
藤

孝
平
　
２
０
１
７
」
が
あ
り
ま
し
た

の
で
こ
れ
を
参
考
と
し
て
下
仁
田
社
・

群
蚕
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
下
仁
田
周
辺
は
古
く
は

繭
か
ら
各
家
庭
で
糸
を
紡
い
で
い
ま

し
た
が
、
や
が
て
よ
り
効
率
よ
く
良

質
な
生
糸
を
取
る
た
め
に
鏑
川
沿
い

に
数
人
か
ら
数
十
人
の
人
が
「
組
」

を
作
っ
て
よ
り
良
質
の
生
糸
作
り
に

専
念
し
て
き
ま
し
た
。
以
下
そ
の
経

過
を
辿
る
と
共
に
、
大
き
な
業
績
が

あ
っ
た
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
１
８
８
０
年
（
明
治
13
）
周
辺
13

組
合
が
統
合
し
て
富
岡
に
本
社
を
置

い
て
、
下
仁
田
に
北
甘
精
糸
会
社
下

仁
田
出
張
所
を
下
仁
田
１
９
１
番
地

に
置
き
ま
し
た
。

○
１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
馬
山
以

西
の
27
組
合
が
結
成
し
て
下
仁
田
精

糸
合
資
会
社
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

社
長
は
佐
藤
量
平
、
副
社
長
は
斎
藤

正
次
郎
で
良
質
の
糸
の
生
産
に
当
た

り
ま
し
た
。

○
１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
下
仁
田

製
糸
社
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
明
治
期
の
受
賞
暦
は
以
下
の
通
り

で
す
。

◎
１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
褒
賞

◎
１
９
０
０
年
（
明
治
33
）
パ
リ
万

国
大
博
覧
会
銀
牌

◎
１
９
０
３
年
（
明
治
36
）
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
一
等
牌

◎
１
９
０
４
年
（
明
治
37
）
米
国
セ

ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
金
牌

◎
１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
ア
ラ
ス

カ
ユ
ー
コ
ン
太
平
洋
博
覧
会
大
賞

○
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
）
日
本
蚕

糸
製
造
株
式
会
社
下
仁
田
工
場
と
な

り
ま
し
た
。

○
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
群
馬
蚕

糸
製
造
株
式
会
社
下
仁
田
工
場
と
な

り
ま
し
た
。

○
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
多
条
繰

糸
機
か
ら
自
動
繰
糸
機
と
な
っ
て
、

三
井
物
産
株
式
会
社
の
傘
下
と
な
り

ま
し
た
。

○
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
）
下
仁
田

工
場
・
本
社
を
閉
鎖
し
て
藤
岡
に
移

転
し
ま
し
た
。

○
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）
下
仁
田

工
場
・
事
務
所
を
売
却
し
ま
し
た
。

○
１
９
８
９
年
（
平
成
元
）
解
体
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
に
と
り
ま
し
て
は
大
き

な
企
業
で
し
た
。
１
０
０
年
間
町
発

展
の
為
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た

が
、
つ
い
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。多
く
の
人
々
か
ら「
下
仁
田
社
・

群
蚕
」
と
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
製

糸
工
場
で
し
た
が
、
こ
れ
も
時
代
の

流
れ
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
で
は

養
蚕
農
家
も
次
第
に
数
を
減
ら
し
て
、

つ
い
に
皆
無
の
状
態
と
も
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
永
い
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　
跡
地
は
、Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支

所
・
Ａ
コ
ー
プ
・
駐
車
場
等
々
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

自
己
負
担
金
１
，
２
０
０
円
で
接
種
で
き
ま

す
！

　
予
診
票
は
下
表
の
医
療
機
関
の
窓
口
と
保

健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診
票
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
の
接
種
が
効
果

的
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
対
象
者

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免

疫
機
能
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
障

害
が
あ
る
町
民

●
接
種
期
間
　
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
１
回

●
接
種
方
法
　
接
種
す
る
医
療
機
関
に
直
接

電
話
予
約
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●
持
参
す
る
物
　
自
己
負
担
金
１
，
２
０
０

円
・
健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

接
種
に
出
か
け
る
前
に
保
健
課
保
健
推
進
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
で
申
請

し
、
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
間
外
の
接
種
、
２
回
目
の
接
種
等

は
実
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　医　療　機　関　名

下仁田厚生病院

大沢クリニック

佐藤医院

本宿診療所

アライクリニック

石川胃腸科医院

えのもと整形外科

大竹外科胃腸科

神部医院

久保田クリニック

小泉医院

香内医院

こすげレディスクリニック

コマチクリニック

阪本耳鼻咽喉科医院

須藤医院

西毛病院

高井クリニック

滝田医院

下
仁
田
町

富
岡
市

電話番号

８２－３５５５

６０－３０３０

８２－２１２７

８４－２２１５

６２－１５２１

６２－１００２

８９－３１７２

６４－０８０８

６２－００５８

８９－１１６０

６２－００３９

６２－３２１０

６２－０２７５

６２－５０１１

６２－０１２２

６３－１４６１

６２－３１５６

６０－１５００

６２－２５１１

　住　　所

下仁田409

馬山5915-1

下仁田550-2

本宿3712-3

富岡1423

富岡77

七日市749

田篠947

富岡1122

中高瀬138-1

富岡891

七日市555-1

富岡1494-1

相野田469

富岡1078

七日市1083-1

神農原559-1

富岡3074-1

富岡1473-8

【接種場所：富岡市甘楽郡インフルエンザ予防接種実施医療機関】
※下記医療機関以外での接種を希望の場合は、保健センターへ事前にご相談ください。

●問い合わせ　保健課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

　医　療　機　関　名

たけべ医院

田村医院

富岡・成清医院

中野整形外科医院

細谷医院

細谷クリニック

宮崎医院

村田内科医院

ゆうあい整形外科

和田クリニック

安藤医院

奥村クリニック

小幡医院

こがはらクリニック

篠原整形外科医院

原医院

大沢クリニックなんもく分院

甘
楽
町

南牧村

富
岡
市

電話番号

６７－５５００

６４－２０６５

６２－２７０１

６４－１５７４

６２－０３８８

６２－４３２１

６０－１９１９

６２－２０５３

６７－５２１１

６７－５５２２

７４－７７１７

７４－７１８２

７４－２０１８

７０－４０６６

７４－２２２７

７４－５６５６
６０－３０３０
(60-5622)

　 住　　所

一ノ宮1635

七日市1662-2

七日市599-6

富岡953

富岡1048

富岡1375

下高瀬298-7

一ノ宮162-1

曾木543-1

七日市450-1

福島110-5

福島750-2

小幡966

白倉622-1

福島1151

金井453

磐戸284-2

健康健康

令
和
５
年 

秋 

開
始
接
種
の

実
施
に
つ
い
て

乳
幼
児・小
児
の
方
へ
の
接
種
券

は
申
請
に
よ
り
発
行
す
る
方
法

と
し
ま
す

初
回
接
種
に
使
用
す
る

ワ
ク
チ
ン
に
変
更
が
あ
り
ま
す

（
令
和
５
年
９
月
20
日
よ
り
）

●
接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
10
月
23
日
よ
り
、
富
岡

市
甘
楽
郡
圏
域
で
の
接
種
を
開
始
し

ま
す
。
な
お
、
接
種
券
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
発
送
し
ま
す
。

◇
65
歳
以
上
の
方（
※
１
）

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
期
間
に

接
種
を
し
た
方
は
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
か
け
て
発
送
し
ま
す
。
予

約
開
始
日
時
を
個
別
に
指
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
通
知
の
内
容
を
よ
く
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◇
12
歳
以
上
65
歳
未
満
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方（
※
１
）

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
期
間
に

町
へ
接
種
券
の
発
行
を
申
請
し
、
接
種

し
た
方
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
（
申
請
不
要
で
）
発
送

し
ま
す
。
予
約
開
始
日
は
10
月
26
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
12
歳
以
上
65
歳
未
満（
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
を
除
く
）の
方

　
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
の
期
間
に
、

接
種
を
し
た
方
に
は
10
月
下
旬
ご
ろ

接
種
券
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

（※

１
）
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
で
は

65
歳
以
上
の
方
　
ま
た
は
　
基
礎
疾

患
等
を
有
す
る
方
（
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
方
）
の
み
予
防
接
種
法
上
の
公

的
関
与
（
努
力
義
務
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
は
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

初
回
接
種
を
終
了
し
た
す
べ
て
の
方

（
生
後
６
か
月
以
上
）

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

原
則
と
し
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．

１
．
５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
社
）
を
使

用
し
ま
す
。

●
接
種
間
隔

前
回
の
接
種
か
ら
３
か
月
以
上
あ
け
る

●
接
種
費
用
　
無
料

●
実
施
期
間

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で（
予
定
）

※

実
施
期
間
中
に
１
人
１
回
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
12
歳
以
上

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．
５
系

統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
ま

す
。

◇
小
児（
５
〜
11
歳
）

小
児
用
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．

５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
◇
乳
幼
児（
生
後
６
か
月
〜
４
歳
）

乳
幼
児
用
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．

１
．
５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

生
後
６
か
月
か
ら
11
歳
の
お
子
様
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳

・
初
回
（
１
〜
３
回
目
）
接
種

・
追
加
（
４
回
目
）
接
種

◇
５
〜
11
歳

・
初
回
（
１
、
２
回
目
）
接
種

・
追
加
接
種
（
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．
５
系

統
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
）

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

（
令
和
５
年
９
月
11
日
現
在
）

　健診の結果、血糖値が高めだった方、糖尿病で治療中
の方、ぜひご参加ください。基礎知識、食事、運動、生活
習慣の５回コースで、血糖値を改善し動脈硬化の進行
を防ぎ、生活習慣病を予防する学習会です。
●日時　時間については後日、ご案内します。
・１回目　10月25日（水）　・２回目　11月17日（金）
・３回目　12月14日（木）　・４回目　1月18日（木）
・５回目　2月22日（木）
●会場　下仁田町公民館大会議室
●募集定員　令和5年度国保特定健診を受診し、HbA1c5・6％以上の
方、糖尿病で治療中の方、健康に興味のある方、75歳未満の希望のある
方20名（先着順）
●参加費　1，000円※教室で使用する活動量計の購入費自己負担分。
すでにお持ちの方は購入の必要はありません。
●お申込み方法　電話かFAXで、下記の内容をお申込みください。
①「糖尿病予防教室 参加希望」　②お名前　③住所　④生年月日
⑤電話番号　⑥最近の身長　
●申込み締切日　10月18日（水）
●お申込・問い合わせ
保健課保健予防係（保健センター内）　☎82-5490　℻70-3013

‒ 糖尿病予防教室参加者募集 ‒

26広
報しもにた27 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

自
己
負
担
金
１
，
２
０
０
円
で
接
種
で
き
ま

す
！

　
予
診
票
は
下
表
の
医
療
機
関
の
窓
口
と
保

健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診
票
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
の
接
種
が
効
果

的
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
対
象
者

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免

疫
機
能
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
障

害
が
あ
る
町
民

●
接
種
期
間
　
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
接
種
回
数
　
１
回

●
接
種
方
法
　
接
種
す
る
医
療
機
関
に
直
接

電
話
予
約
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●
持
参
す
る
物
　
自
己
負
担
金
１
，
２
０
０

円
・
健
康
保
険
証
（
年
齢
、
住
所
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

接
種
に
出
か
け
る
前
に
保
健
課
保
健
推
進
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
で
申
請

し
、
書
類
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
間
外
の
接
種
、
２
回
目
の
接
種
等

は
実
費
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　医　療　機　関　名

下仁田厚生病院

大沢クリニック

佐藤医院

本宿診療所

アライクリニック

石川胃腸科医院

えのもと整形外科

大竹外科胃腸科

神部医院

久保田クリニック

小泉医院

香内医院

こすげレディスクリニック

コマチクリニック

阪本耳鼻咽喉科医院

須藤医院

西毛病院

高井クリニック

滝田医院

下
仁
田
町

富
岡
市

電話番号

８２－３５５５

６０－３０３０

８２－２１２７

８４－２２１５

６２－１５２１

６２－１００２

８９－３１７２

６４－０８０８

６２－００５８

８９－１１６０

６２－００３９

６２－３２１０

６２－０２７５

６２－５０１１

６２－０１２２

６３－１４６１

６２－３１５６

６０－１５００

６２－２５１１

　住　　所

下仁田409

馬山5915-1

下仁田550-2

本宿3712-3

富岡1423

富岡77

七日市749

田篠947

富岡1122

中高瀬138-1

富岡891

七日市555-1

富岡1494-1

相野田469

富岡1078

七日市1083-1

神農原559-1

富岡3074-1

富岡1473-8

【接種場所：富岡市甘楽郡インフルエンザ予防接種実施医療機関】
※下記医療機関以外での接種を希望の場合は、保健センターへ事前にご相談ください。

●問い合わせ　保健課　保健推進係（保健センター内）☎82-5490

　医　療　機　関　名

たけべ医院

田村医院

富岡・成清医院

中野整形外科医院

細谷医院

細谷クリニック

宮崎医院

村田内科医院

ゆうあい整形外科

和田クリニック

安藤医院

奥村クリニック

小幡医院

こがはらクリニック

篠原整形外科医院

原医院

大沢クリニックなんもく分院

甘
楽
町

南牧村

富
岡
市

電話番号

６７－５５００

６４－２０６５

６２－２７０１

６４－１５７４

６２－０３８８

６２－４３２１

６０－１９１９

６２－２０５３

６７－５２１１

６７－５５２２

７４－７７１７

７４－７１８２

７４－２０１８

７０－４０６６

７４－２２２７

７４－５６５６
６０－３０３０
(60-5622)

　 住　　所

一ノ宮1635

七日市1662-2

七日市599-6

富岡953

富岡1048

富岡1375

下高瀬298-7

一ノ宮162-1

曾木543-1

七日市450-1

福島110-5

福島750-2

小幡966

白倉622-1

福島1151

金井453

磐戸284-2

健康健康

令
和
５
年 

秋 

開
始
接
種
の

実
施
に
つ
い
て

乳
幼
児・小
児
の
方
へ
の
接
種
券

は
申
請
に
よ
り
発
行
す
る
方
法

と
し
ま
す

初
回
接
種
に
使
用
す
る

ワ
ク
チ
ン
に
変
更
が
あ
り
ま
す

（
令
和
５
年
９
月
20
日
よ
り
）

●
接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
10
月
23
日
よ
り
、
富
岡

市
甘
楽
郡
圏
域
で
の
接
種
を
開
始
し

ま
す
。
な
お
、
接
種
券
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
発
送
し
ま
す
。

◇
65
歳
以
上
の
方（
※
１
）

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
期
間
に

接
種
を
し
た
方
は
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
か
け
て
発
送
し
ま
す
。
予

約
開
始
日
時
を
個
別
に
指
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
通
知
の
内
容
を
よ
く
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◇
12
歳
以
上
65
歳
未
満
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方（
※
１
）

　
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
期
間
に

町
へ
接
種
券
の
発
行
を
申
請
し
、
接
種

し
た
方
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
（
申
請
不
要
で
）
発
送

し
ま
す
。
予
約
開
始
日
は
10
月
26
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
12
歳
以
上
65
歳
未
満（
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
を
除
く
）の
方

　
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
の
期
間
に
、

接
種
を
し
た
方
に
は
10
月
下
旬
ご
ろ

接
種
券
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

（※

１
）
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
で
は

65
歳
以
上
の
方
　
ま
た
は
　
基
礎
疾

患
等
を
有
す
る
方
（
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
方
）
の
み
予
防
接
種
法
上
の
公

的
関
与
（
努
力
義
務
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
は
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

初
回
接
種
を
終
了
し
た
す
べ
て
の
方

（
生
後
６
か
月
以
上
）

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

原
則
と
し
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．

１
．
５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
社
）
を
使

用
し
ま
す
。

●
接
種
間
隔

前
回
の
接
種
か
ら
３
か
月
以
上
あ
け
る

●
接
種
費
用
　
無
料

●
実
施
期
間

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で（
予
定
）

※

実
施
期
間
中
に
１
人
１
回
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
12
歳
以
上

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．
５
系

統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
ま

す
。

◇
小
児（
５
〜
11
歳
）

小
児
用
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．

５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
◇
乳
幼
児（
生
後
６
か
月
〜
４
歳
）

乳
幼
児
用
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．

１
．
５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

生
後
６
か
月
か
ら
11
歳
の
お
子
様
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳

・
初
回
（
１
〜
３
回
目
）
接
種

・
追
加
（
４
回
目
）
接
種

◇
５
〜
11
歳

・
初
回
（
１
、
２
回
目
）
接
種

・
追
加
接
種
（
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．
５
系

統
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
）

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

（
令
和
５
年
９
月
11
日
現
在
）

　健診の結果、血糖値が高めだった方、糖尿病で治療中
の方、ぜひご参加ください。基礎知識、食事、運動、生活
習慣の５回コースで、血糖値を改善し動脈硬化の進行
を防ぎ、生活習慣病を予防する学習会です。
●日時　時間については後日、ご案内します。
・１回目　10月25日（水）　・２回目　11月17日（金）
・３回目　12月14日（木）　・４回目　1月18日（木）
・５回目　2月22日（木）
●会場　下仁田町公民館大会議室
●募集定員　令和5年度国保特定健診を受診し、HbA1c5・6％以上の
方、糖尿病で治療中の方、健康に興味のある方、75歳未満の希望のある
方20名（先着順）
●参加費　1，000円※教室で使用する活動量計の購入費自己負担分。
すでにお持ちの方は購入の必要はありません。
●お申込み方法　電話かFAXで、下記の内容をお申込みください。
①「糖尿病予防教室 参加希望」　②お名前　③住所　④生年月日
⑤電話番号　⑥最近の身長　
●申込み締切日　10月18日（水）
●お申込・問い合わせ
保健課保健予防係（保健センター内）　☎82-5490　℻70-3013

‒ 糖尿病予防教室参加者募集 ‒

26広
報しもにた27 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／こどものアトピー　火／食道裂孔ヘルニア
水／中高年の歯みがき　木／妊婦検診と超音波検査
金／女性における骨量の変化　土日／歯茎が腫れたとき
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆11日（水）　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン10月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（10月～11月）」

富岡保健福祉事務所　10月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月5日（木）
11月9日（木）

11月24日（金）

10月27日（金）

10月13日（金）

予約締切日
10月11日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年6月～7月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年12月～令和5年1月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

10月3・10・17・
     24日（火）

10月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタ

ッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆10月1日（日）　  宮崎　誠　先生（宮崎医院）
◆10月15日（日）　菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
◆11月5日（日）　  小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～
みかん’ｓカフェを開催しました
　9月 6日（水）に大沢クリニックにて、認知症カ
フェを開催しました。
　当日は、認知症サポート医である大澤歩先生に
よるミニ講座『なんで同じことを繰り返し聞く
の？』を実施しました。また、グループワーク、情報
交換を行いました。

『ほっとカフェ』（家族のカフェ）のご案内
　ほっとカフェは、認知症の方を介護されている方に参加していただく集いの場です。同じ境遇の
方同士で、日頃の思いをゆっくりお話ししませんか？

●日　時　令和５年11月7日（火）　午後１時３０分～３時
●場　所　下仁田町公民館　３階　学習室
●内　容　下仁田厚生病院　矢野孝之認知症看護認定看護師のミニ講座
　　　　　『認知症ケア～認知症の方の視点から考えた関わり方～』相談、交流会、情報交換
●参加費　無料
※ミニ講座の資料準備のため、参加する方は11月2日（木）までにお申し込みください。
　ご都合にあわせて入退室は自由です。気軽にご参加ください。
　感染対策のため、各自、飲み物をお持ちください。
●申し込み・問い合わせ　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）☎64-8804（直通）

専門職のミニ講座、
相談があります！
是非、お出かけください

29 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 28広
報しもにた



健康健康

約３分間の健康講話が聞けます
月／こどものアトピー　火／食道裂孔ヘルニア
水／中高年の歯みがき　木／妊婦検診と超音波検査
金／女性における骨量の変化　土日／歯茎が腫れたとき
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆11日（水）　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン10月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（10月～11月）」

富岡保健福祉事務所　10月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月5日（木）
11月9日（木）

11月24日（金）

10月27日（金）

10月13日（金）

予約締切日
10月11日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年6月～7月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年12月～令和5年1月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

10月3・10・17・
     24日（火）

10月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタ

ッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆10月1日（日）　  宮崎　誠　先生（宮崎医院）
◆10月15日（日）　菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
◆11月5日（日）　  小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～
みかん’ｓカフェを開催しました
　9月 6日（水）に大沢クリニックにて、認知症カ
フェを開催しました。
　当日は、認知症サポート医である大澤歩先生に
よるミニ講座『なんで同じことを繰り返し聞く
の？』を実施しました。また、グループワーク、情報
交換を行いました。

『ほっとカフェ』（家族のカフェ）のご案内
　ほっとカフェは、認知症の方を介護されている方に参加していただく集いの場です。同じ境遇の
方同士で、日頃の思いをゆっくりお話ししませんか？

●日　時　令和５年11月7日（火）　午後１時３０分～３時
●場　所　下仁田町公民館　３階　学習室
●内　容　下仁田厚生病院　矢野孝之認知症看護認定看護師のミニ講座
　　　　　『認知症ケア～認知症の方の視点から考えた関わり方～』相談、交流会、情報交換
●参加費　無料
※ミニ講座の資料準備のため、参加する方は11月2日（木）までにお申し込みください。
　ご都合にあわせて入退室は自由です。気軽にご参加ください。
　感染対策のため、各自、飲み物をお持ちください。
●申し込み・問い合わせ　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）☎64-8804（直通）

専門職のミニ講座、
相談があります！
是非、お出かけください

29 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 28広
報しもにた
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〜
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ま
で

※
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い
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だ
さ
い
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困
り
事
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り
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せ
ん
か
？
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税
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課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
火
）・
１９
日（
木
）・
３０
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
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書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
金
）・
２０
日（
月
）・
２９
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

町
県
民
税
３
期

国
民
健
康
保
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税
４
期

介
護
保
険
料
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期

後
期
高
齢
者
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療
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４
期

納
期
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月
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す

今
回
の
休
日
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税
相
談
日

10
月
の
支
払
日

11
月
の
支
払
日

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

英語＆国際感覚。本物に触れる体験
～下仁田中学校２年生『グローバルキャンプ』開催～
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世帯

（　12）
（　 3）
（　 9）
（　 4）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,378人
3,126人
3,252人
3,157世帯

転入  7人/  出生 0人
転出  9人/  死亡 10人

（9月1日現在）

（8月中）
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下仁田町下仁田町
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（晴　男）

（　勇　）

（伸　一）

（俊　雄）

（義　富）

（義　富）

（守　雄）

（修　二）

（　勤　）

（青木三千代）

（一　江）

土谷沢

下小坂

下　町

下青倉

東野牧

東野牧

本　宿

西野牧

川　井

川　井

大　東

樋田　崇希　 　（中之条町）
土谷　杏 　　 （川　井）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

岩崎　つたえ

濱野　ハナ

伊藤　計子

福田　清子

金井　ヤス子

金井　巳喜夫

神戸　文夫

太田　良子

黒澤　政子

佐藤　信子

田村　芳雄

上原　諒太　 　（小　川）
桜井　希音　　 （富岡市）｛


